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市
民
の
健
康
を
守
る

大
村
の
医
療
費
助
成
制
度

本
市
で
は
、
皆
さ
ん
の
健
康
を
守
り
福
祉
の
増
進
を
図
る

た
め
に
、
各
種
福
祉
医
療
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

最
近
、
医
療
保
険
制
度
な
ど
が
目
ま
ぐ
る
し
く
変
わ
っ
て

い
る
た
め
に
、
「
医
療
機
関
で
は
い
く
ら
支
払
え
ば
い
い
の

で
す
か
7

」
「
支
給
さ
れ
る
医
療
費
は
い
く
ら
で
、
い
つ
戻

っ
て
く
る
の
で
す
か
?
」
と
い
っ
た
質
問
が
た
く
さ
ん
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
本
市
が
実
施
し
て
い

る
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

の
医
療
費

助
成
制
度

医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い
る
制
度

に
は
次
の
よ
う
な
種
類
が
あ
り
ま
す
。

(
)
は
県
内
他
市
町
村
の
場
合

①
乳
幼
児
医
療
・・・生後
6
歳
に
な
る
ま

で
の
お
子
さ
ん
が
受
給
で
き
ま
す
。

(
3
歳
に
な
る
ま
で
)

②
心
身
障
害
者
医
療
・・・障
害
者
手
帳
ま

た
は
療
育
手
帳
を
お
持
ち
の
皆
さ
ん
が

受
給
で
き
ま
す
。
(
1
1
3
級
と
療
育

手
帳
の

一
部
)

③
母
子
医
療
・
・
・
母
子
家
庭
の
お
母
さ
ん

と
お
子
さ
ん
が
受
給
で
き
ま
す
。
(お

子
さ
ん
は
入
院
し
た
と
き
だ
け
)

④
父
子
医
療
・
・
・
父
子
家
庭
の
お
父
さ
ん

と
お
子
さ
ん
が
受
給
で
き
ま
す
。
(あ

り
ま
せ
ん
)

⑤
寡
婦
医
療
:
・
ご
主
人
と
死
別
ま
た
は

離
婚
し
た
女
性
が
日
歳
か
ら
受
給
で
き

ま
す
。

(ω
歳
か
ら
で
入
院
し
た
と
き

だ
け
)

⑥
単
婦
医
療
・
・
・
未
婚
の
女
性
で
単
身
の

人
が
受
給
で
き
ま
す
。
(
同
じ
)

宣
鼻
男
医
療
:
奥
さ
ん
と
死
別
ま
た
は

離
婚
し
た
男
性
が
俗
歳
か
ら
受
給
で
き

ま
す
。
(
あ
り
ま
せ
ん
)

⑧
老
保
障
害
医
療
・
・
・
老
人
医
療
の
受
給

( 

者
で
、
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手
帳

を
お
持
ち
の
人
が
受
給
で
き
ま
す
。

(
1
1
2
級
と
A
1
・
A
2
の
人
だ
け
)

こ
の
制
度
は
重
複
し
て
受
給
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
全
て
の
医

療
制
度
に
つ
い
て
、
何
ら
か
の
健
康
保

険
に
加
入
し
て
い
る
こ
と
が
条
件
に
な

っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

①
の
「
乳
幼

児
医
療
」
以
外
に
つ
い
て
は
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

①
j
⑦
の
医
療
受
給
者
は
、
加
入
健

康
保
険
の
負
担
割
合
(
例
え
ば
国
民
健

康
保
険
の
加
入
者
で
あ
れ
ば
3
割
)
で

支
払
え
ば
、
ま
た
、

⑧
の
老
保
障
害
の

受
給
者
が
入
院
し
た
時
は
、
老
人
医
療

の
自
己
負
担
額

(
1
日
に
つ
き
1
、
0

0
0
円
)
を
支
払
え
ば
、
翌
月
以
降
に

自
己
負
担
額
を
超
え
る
分
を
助
成
し
ま

す
。

福
祉
医
療
を
支
え
る

市
内
医
療
機
関

医
療
費
の
助
成
を
受
け
る
に
は
支
給

申
詰
が
必
要
で
す
。
た
だ
し
、
市
内
の

医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
に
限
っ
て

は
、
大
村
市
医
師
会
や
歯
科
医
師
会
、

薬
剤
師
会
、
そ
の
他
の
医
療
機
関
の
献

身
的
な
協
力
に
よ
っ
て
、
受
給
者
に
代

わ
っ
て
医
療
機
関
が
代
理
申
請
を
し
て

頂
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
代

理
申
請
制
度
は
全
国
で
も
珍
し
い
制
度

で
、
大
村
市
が
他
市
町
村
に
誇
れ
る
独

自
の
制
度
な
の
で
す
。

ι 

申求理てめ分
一
医
関

一

一
内
機

一

一
市
療

一

保険負担割合 (2割や3割)と薬剤の

一部負担金を支払う

※必ず受給者証を提示する

ネ菌
(， 

市自己負担額を超える分を口座振り込み(自己負担額に満たない場合は支給しません)
祉

ノfし
1又

所

ネ言
福祉課 7番窓口へ持参

※大村市内の各出張所へ持参または

福祉課へ郵送しでも結構です

保険負担割合 (2割や3割)と薬剤の

一部負担金を支払う

医

療

市
[
又

ネ止

課
者

4 

-2-

自己負担額を超える分を口座振り込み(自己負担額に満たない場合は支給しません)



助 成 の 内容
医療名

対象の診療 自己負担額

入院
乳 幼 JI目L 

外来および薬剤一部負担金

子
入院

母 外来および薬剤一部負担金
医療機関ごとに 1日につき 500円

入院
父 子 外来および薬剤一部負担金 ※ただし、同一医療機関において

入院・外来および薬剤一部負担金 1か月2，000円を限度とします。

心身障害者 -------_.........ー -ー・・ 一一一一 ...・.....
入院 (5・6級)

入院
老保障害 薬剤 一 部負担 金

入院 (50歳代)
入院は 1日につき 1，000円

iJ‘ ふ

外来1はだか医し月療外2機来，00の関0円場ごを合と限、に度1同日と一にし医つま療き強れ関500円寡 婦 ーー...白 ・-_....
※てた におい入院 ・外来および薬剤一部負担金

未婚の女子
入院 1日につき 1，000円

(単婦)

1，000円入院は 1日につきやも お
入院

外来はだ1か医し月療外2機来，00関の0円場ごを合と限、に度1同日と-にLf つき 500円寡 男 外来および薬剤一部負担金 ※た し医ま療す機。関におい
て，

己
負
担
の
額
と

支
給
日

福
祉
医
療
の
受
給
者
の
自
己
負
担
額

は
右
表
の
と
お
り
で
(
平
成
9
年
日
月

現
在
)
、
そ
の
自
己
負
担
額
を
超
え
る

分
に
つ
い
て
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
市
内
医
療
機
関
で
受
診
し
た

場
合
は
、
医
療
費
を
支
払
っ
た
翌
月
の

末
日
に
受
給
者
の
指
定
す
る
金
融
機
関

の
口
座
に
振
り
込
み
ま
す
。
ま
た
、
市

外
医
療
機
関
で
受
診
し
た
場
合
は
、
支

給
申
請
書
(
領
取
証
明
)
を
提
出
し
た

後
に
(
毎
月
日
日
ま
で
に
福
祉
課
に
着

い
た
分
は
そ
の
月
末
に
、
日
日
以
降
に

着
い
た
分
は
翌
月
末
に
)
受
給
者
の
指

定
す
る
金
融
機
関
の
口
座
に
振
り
込
み

ま
す
。

同
費
の
計
算
の
仕
方

開
幽
圃
障
害
者
医
療

(
1
級
)

受
給
者
大
村
太
郎
さ
ん
の
場

合・
:
1
か
月
に

3
つ
の
病
院
に

通
院
し
ま
し
た

①
カ
ゼ
を
ひ
い
て
A
病
院
に
1
か
月
に

2
日
間
通
院
し
、

3
種
類
の
内
服
薬
を

U
日
ハ
な
す
つ
も
ら
い
ま
し
た
。

②
腰
を
痛
め
て
B
病
院
に
1
か
月
に
3

日
間
通
院
し
、

2
種
類
の
外
用
薬
を
7

日
分
ず
つ
も
ら
い
ま
し
た
。

③
歯
が
痛
く
な
り
C
病
院
に
1
か
月
に

5
日
開
通
院
し
ま
し
た
。
(
薬
剤
の
処

方
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
)

医
療
費
は
1
か
月
に
通
院
し
た
病
院

の
数
・
日
数
・
診
療
数
・
薬
な
ど
で
異

な
っ
て
き
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
医
療
給

付
の
中
か
ら
よ
く
あ
る
ケ
l
ス
を
例
に

あ
げ
て
計
算
し
て
み
ま
し
た
。

(10/10)健康・ふくしまつり

盟国 受払う医療費は… (大村市国保加入で3割負担と仮定します)

診療日
総医療費 一部負担額 薬剤一部負担 支払額 1か月

(仮に) (A) (8) (A+8) 支払計

1日目 10，000円
3，000円 420円

3，420円

① (10，000円X3割) (30円X14日分)
⑦ 

A病院
1，500円 420円 5，340円

2日目 5，000円 1，920円
(5，000円X3割) (30円X14日分)

1日目 3，000円
900円 100円

1，000円
(3，000円X3割) (50円X2種類)

② 600円 100円
③ 

B病院
2日目 2，000円 700円

2，100円(2，000円X3割) (50円X2種類)

3日目 1，000円
300円 100円

400円
(1，000円X3割) (50円X2種類)

900円
1日目 3，000円 な し 900円

(3，000円X3割)

2日目 1，500円
450円

な し 450円
(1，500円X3割)

③ 360円 ⑤ 
C病院 3日目 1，200円 な し 360円

(1，200円X3割) 2，250円

4日目 1，000円
300円

な し 300円
(1，000円X3割)

5日目 800円
240円

な し 240円
(800円X3割)
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戻ってくる医療費は…

1か月支払計
支給対象額 附加給付額

自己負担額 (C)
戻ってくる額

(A) (B) (A-B-C) 

① A病院 ② 5，340円 5，340円 0円
1，000円

4，340円(500円X2日)

② B病院 ② 2，100円 2，100円 0円
1，500円

600円(500円X3日)

③ C病院 ⑨ 2，250円 2，250円 0円
2，000円

250円(500円X4日限度)

4ロ~ 霊ロt 9，690円 9，690円
4，500円

5，190円 ノ(最終的な個人負担)

‘b 

u 一

(10/10)健康・ ふくしまつり

開
凶
園
寡
婦
医
療
受
給
者
大
村
花
子
さ
ん
の
場
合
:
・

1
か
月
に

1
つ
の
病
院
に
通
院
し
ま
し
た

①
か
ぜ
を
ひ
い
て

A
病
院
に

1
か
月
に

2
日
開
通
院
し
、

内
服
薬
を
5
日
分
ず
つ
も
ら
い
ま
し
た
。

盟国
受払う医療費は… (A組合健康保険加入で3割負担と仮定します)

診療日 総(医仮療に)費 一部負担額 (A) 薬剤一部負担(8)
支払額

1か月支払計1
(A+B) 

1日目 20，000円
6，000円

1種類は負担なし 6，000円
(20，000円X3割)

① 通院 ② 6，900円

2日目 3，000円
900円

1種類は負担なし 900円
(3，000円X3割)

ノ

戻ってくる医療震は…

1か月支払計
支給対象額 附加給付額 自己負担額 (C)

戻ってくる額
(A) (B) (A-B-C) 

① 通院 ② 6，900円 6，900円 ※3，900円 1，000円 (500円X2日) 2，000円

合計 6，900円 6，900円 ※3，900円
1，000円

2，000円
(最終的な個人負担) 1

種
類
の

※大村花子さんの加入している A組合健康保険では、3，000円を超える分については、 附加給付

としてA組合健康保険から支給する仕組みになっています。

(附加給付は加入健康保険によって違います)

E園
麦払う医療貨は… (A組合健康保険加入で老人医療受給者と仮定 します)

1か月支払計

② 
※ 30，000円

※食事代やおむつ代は自己負担 (保険給付対象外)のため除きます。

薬剤一部負担 (8)

30，000円

(1，000円X30日)
しな

開
幽
国
老
保
障
害
医
療
受
給
者

玖
島
一
子
さ
ん
の
場
合
:
・1
か

月
に

1
つ
の
病
院
に
入
院
し
ま

l
υ
れ
ん

一部負担額 (A)

①
肺
炎
で
A
病
院
に
1
か
月
に
お
日
間

入
院
し
ま
し
た
。

戻ってくる医療貨は…

1か月支払計
支給対象額 附加給付額 自己負担額 (C)

戻ってくる額
(A) (B) (A-B-C) 

2，000円
① 入院 ②30，000円 30，000円 0円

(500円X4日限度)
28，000円

合計 30，000円 30，000円 0円
2，000円

28，000円
(最終的な個人負担)

ノ
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医
療
受
給
者
数
と

支
給
金
額

大
村
市
の
福
祉
医
療
制
度
は
、
受
給

対
象
範
囲
・
支
給
方
法
と
も
全
国
的
に

も
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
水
準
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
に
市
の
財

寡男

乳幼児

91，455，267円

505，480円

7，840円

心身樟害者
107，152，543円

単婦

1，168，643円

老保障害

17，104，060円

父子

10人

9人

単婦

寡男

84人

心身障害者

1，514人

父子

老保障害

医療費支給金額(平成8年度)

278，084，953円

母子
1，581人

f 
受給者数(平成9年9月末)

9，673人

障害者の日12月9日は
障害者週間 12月3日--9日
全員参加の社会づくりをめざして

国民の聞に広く障害者の福祉についての関心と理解を深めると
ともに、障害者が社会、経済、文化その他あらゆる分野の活動に
積極的に参加する意欲を高めるために定められました。

政
負
担
も
大
き
く
医
療
機
関
関
係
者
の

ご
苦
労
も
他
市
町
村
よ
り
大
き
い
わ
け

で
す
。
今
後
も
安
心
し
て
受
診
で
き
る

よ
う
制
度
を
整
え
て
い
き
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
も
こ
れ
を
機
会
に
も
う

一
度
健

康
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
、
健
や

か
で
、
よ
り
良
い
生
活
が
送
れ
る
よ
う

に
努
力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

完全参加と平等Jとは…

1981年に世界的規模で実施された「国際樟害者年のテーマ」です。

完全参加とは…障害者が社会の一員として社会、経済、文化等各分野に積極的に参加し共に考え、
共に社会をつくっていくことです。

平等とは……・・・障害をもっ人も、持たない人も同じ生活を送りかつ社会の発展による幸福や利益を
等しく受けて、共に生きる社会を目指そうとする考え方です。

ーマライゼイションとは…

障害者を特別視するのではなく、一般社会の中で普通の生活を送れるような条件を整備するべ

きであり、そのような社会を目指そうとする考え方です。

障害者が社会生活をしていくうえで障壁(バリア)となるものを除去(フリー)するという意
昧で、もともとは住宅建築用語として登場しましたO 段差の解消やスローフの設置などの物理的
な障壁の除去はもとより、障害者の社会参加を困難にしている社会的、制度的、心理的な全ての

障壁の除去という意味も含まれています。

障害をお持ちの方や、高齢者の方が、何の不安もなく地域で生活をしていくには、行政や福祉
関係機関・団体はもとより、より広く市民の皆様のご理解とご協力がl必要です。
F章害者週間を機会として、ご家族や、ご友人で一緒に考えてみてはいかがでしょうか。
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平
成
9
年
度

市

政

懇

談
Llt. 
百

ー

生

か

し

ま

す

「

あ
な

た

の
声
」
|

|

平
成
9
年

6
月
白
日
か
ら

7
月
白
日
ま
で
、
市

内

8
地
区
で

市
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
前
回
(
日
月
号
)
は
、
地

区

別
に
主
な
内
容
を
掲
載
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
全
体
的
な
事

柄
を
拾
っ
て
み
ま
し
た
。
今
後
、
皆
様
か
ら
い
た
だ
い
た
、
ご

意

見
ご
要
望
に
つ
い
て
は
、
市
政
に
反
映
さ
せ
て
ま
い
り
ま
す
。

市
立
病
院
跡
地
利
用

市
立
病
院
跡
地
は
、
今
後
ど
の
よ
う

に
利
用
さ
れ
る
の
か
計
画
を
示
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

A
市
立
病
院
跡
地
は
、
市
の
中
心
部

に
位
置
し
て
、
市
民
の
利
便
性
も
あ
り

ま
す
の
で
、
そ
れ
を
考
え
た
施
設
を
計

画
す
る
必
要
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
在
、
ふ
れ
あ
い
健
康
広
場
と
し
て
、

軽
ス
ポ
ー
ツ
に
利
用
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
が
、
今
後
、
議
会
や
市
民
の
意
見

を
聞
い
て
、
利
用
計
画
を
決
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
、
警
察
署
横
の
空
き
地
は
、
新

し
い
消
防
署
の
敷
地
と
し
て
、
今
年
度

調
査
に
入
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

「
少
年
野
生
の
森
」

事
業

「
少
年
野
生
の
森
」
事
業
の
開
発
内

容
に
つ

い
て
、
説
明
を
お
願
い
し
ま

す
。A

今
の
子
供
た
ち
が
家
に
居
る
こ
と

が
多
く
な
り
、
自
然
に
触
れ
合
う
こ
と

が
少
な
く
な
っ
て
い
く
中
で
、
野
外
に

お
け
る
体
験
学
習
を
さ
せ
る
こ
と
で
、

お
お
い
に
成
長
し
て
も
ら
お
う
と
い
う

こ
と
が
狙
い
と
な

っ
て
い
ま
す
。

異
学
年
の
子
供
た
ち
が
、
自
由
勝
手

に
遊
べ
る
よ
う
な
施
設
を
考
え
て
お

り
、
管
理
棟
、
事
務
所
、

ト
イ
レ
、
水

飲
み
場
、
さ
ら
に
、
宿
泊
が
で
き
る
よ

う
な
バ
ン
ガ
ロ
ー
の
設
置
や
天
体
観
測

が
で
き
る
場
の
開
放
、
実
験
的
な
農
場

を
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
落
葉
樹
や
広
葉
樹
等
を
植
え

て
、
自
然
破
壊
と
な
ら
な
い
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

オ
フ
ィ
ス
・

ア
ル
カ
デ
ィ
ア
事
業

岩
火
口
産
業
と
九
電
工
の
進
出
が
決
ま

っ
た
が
、
そ
の
後
の
事
業
の
状
況
に
つ

い
て
教
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
造
成
工
事
も
計
画
通
り
に
進
ん
で

お
り
、
来
年
の
春
に
は
見
事
な
団
地
が

誕
生
し
ま
す
。
現
在
、
電
線
等
の
地
中

下
埋
設
工
事
も
完
了
し
、
こ
れ
か
ら
舗

装
工
事
、
植
栽
工
事
を
経
て
、
仕
上
げ

工
事
を
行
い
ま
す
。
特
に
、
植
栽
工
事

に
つ
い
て
は
、
緑
化
を
更
に
推
進
す
る

よ
う
に
工
事
を
行
い
、
地
元
対
策
協
議

会
と
約
束
し
ま
し
た
事
業
に
つ
い
て

も
、
今
年
度
ま
で
に
は
全
部
完
了
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

企
業
誘
致
は
、
地
域
振
興
整
備
公
団
、

長
崎
県
、
大
村
市
の
3
者
で
全
国
に
向

け
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け

早
い
時
期
に
、
次
の
八
基
未
立
地
が
発
表

で
き
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

-6-

造成が進む森園公園

森
園
公
園
の
市
民
P
R

森
園
公
園
の
建
設
内
容
等
の
市
民
へ

の
P
R
が
、
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

ほ
と
ん
ど
の
市
民
が
知
ら
な
い
と
い

う
の
が
、
現
状
で
は
な
い
で
し
ょ
う

力
。A

現
在
、
掲
示
板
を
掲
げ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
地
権
者
と
の
正
式
な
契

約
が
で
き
ま
し
た
ら
、
市
政
だ
よ
り
に

完
成
予
想
図
を
掲
載
し
た
い
と
思
い
ま

す
。森

園
公
園
に
限
ら
ず
、
整
備
内
容
が

ま
っ
た
く
わ
か
ら
な
い
ま
ま
に
完
成
す

る
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
、
市
民
に
理

解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
徹
底
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。



野
岳
湖
の
整
備

野
岳
湖
に
橋
を
架
け
る
と
い
う
計
画

を
聞
い
て
い
ま
す
が
、
事
業
内
容
を
教

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

A
野
岳
を
人
の
集
ま
る
素
晴
し
い
観

光
地
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と
は
、

地
元
の
方
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

5

年
前
か
ら
計
画
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

「
農
村
総
合
整
備
事
業
」
と
い
う
事

業
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
人
道
橋
を
造

る
こ
と
が
組
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
人

道
橋
は
、
キ
ャ
ン
プ
場
か
ら
ロ
ザ
・
モ

タ
広
場
ま
で
を
つ
な
い
で
、
景
色
の
良

さ
を
際
立
た
せ
る
意
を
込
め
て
、
橋
を

架
け
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
で
地
元

か
ら
意
見
が
あ
り
、
計
画
の
中
に
含
め

て
い
る
訳
で
す
。
国
の
事
業
認
可
が
ま

だ
取
れ
て
い
な
い
の
で
、
決
定
し
て
い

る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
地
元
を
は
じ
め
、
当
然
、

議
会
と
も
協
議
を
し
て
進
め
て
い
く
こ

と
に
な
り
ま
す
。

不
法
投
棄
と

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策

粗
大
ゴ
ミ
を
山
へ
持
っ
て
き
て
捨
て

て
い
く
者
が
い
る
が
、
そ
の
対
策
を
ど

う
考
え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。
ま
た
、
今
、

( 

人

発
が
ん
物
質
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
が
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
大
村
の
場
合
は

心
配
あ
り
ま
せ
ん
か
。

A
不
法
投
棄
の
対
策
に
つ
い
て
は
、

市
政
だ
よ
り
に
よ
る
啓
発
や
啓
蒙
、
ひ

ど
い
所
に
は
立
て
札
や
看
板
の
設
置
、

さ
ら
に
、
市
内
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
気
付
か
れ
た
場
所
等

が
あ
れ
ば
、
市
に
連
絡
願
え
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
に
つ
い
て
は
、
そ
れ

に
対
応
し
た
炉
を
つ
く
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
全
く
心
配
あ
り
ま
せ
ん
。

安
全
対
策

事
故
、
事
件
防
止
の
た
め
の
保
安
灯

や
防
犯
灯
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

A
保
安
灯
は
、
道
路
の
安
全
通
行
の

た
め
に
必
要
で
あ
り
、

一
定
の
基
準
を

設
け
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
以
前
、
こ

れ
は
白
熱
灯
だ
っ
た
の
で
す
が
、
水
銀

灯
へ
の
切
り
替
え
を
5
か
年
計
画
で
実

施
し
て
い
ま
す
。

防
犯
灯
は
、
町
内
か
ら
の
要
望
に
基

づ
い
て
お
り
、
こ
れ
も
電
球
か
ら
蛍
光

灯
へ
の
切
り
替
え
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
と
今
年
度
の
2
か
年
で
や

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

切
り
替
え
が
終
了
し
て
も
、
引
き
続

き
新
設
、
増
設
の
方
向
で
考
え
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

町
内
会
加
入
促
進

最新の設備を備えた清掃センター

町
内
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
広

報
紙
の
配
付
、
(
ゴ
ミ
の
)
分
別
収
集
、

町
内
行
事
等
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
と
関
連

し
、
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
も
、
市
民
課
の
窓
口
で
指

導
す
る
な
ど
配
慮
し
て
も
ら
っ
て
い
る

よ
う
で
す
が
、
会
社
・
事
業
所
へ
入
会

を
促
す
働
き
か
け
が
で
き
な
い
か
。

A
転
入
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
、

「転

入
の
し
お
り
」
を
渡
し
た
り
、
そ
の
地

区
の
町
内
会
長
さ
ん
の
紹
介
を
し
た
り

し
て
、
加
入
促
進
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
不
動
産
業
者
か
ら
借
主
の
方
に
対

し
て
チ
ラ
シ
等
を
配
付
し
て
も
ら
い
、

呼
び
か
け
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

現
在
、
ゴ
ミ
処
理
の
問
題
等
を
含
め

て
、
未
加
入
世
帯
に
対
し
て
、
加
入
を

促
す
た
め
の
文
案
を
作
成
し
、
配
付
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
会
社
や

事
業
所
の
加
入
に
つ
い
て
も
、
検
討
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
に
対

す
る
行
政
の
取
り
組
み

大
村
市
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
都
市
宣
言

を
し
て
い
る
が
、
行
政
側
の
力
の
入
れ

方
が
不
足
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
人
口
を
増
や

す
よ
う
な
P
R
を
も
っ
と
や
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

A
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
つ
い
て
は
、

大
村
は
長
崎
県
内
で
も
か
な
り
進
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
支
え
合
い
は
、
こ
れ
か
ら
は
非
常

に
大
事
で
、
こ
れ
が
な
い
と
地
域
社
会

も
う
ま
く
い
か
な
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
福
祉
だ
け
に
限
ら
ず
、
災
害
、
イ

ベ
ン
ト
、
町
内
の
催
し
事
な
ど
地
域
の

人
達
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
必
要
だ

と
思
い
ま
す
。

こ
の
度
の
基
本
構
想
の
柱
の

一
つ
と

し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
パ
I
ク
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
、

行
政
が
ど
う
い
う
関
わ
り
を
し
て
支

援
、
誘
導
、
活
性
化
を
し
て
い
く
の
か
、

十
分
に
検
討
し
て
市
政
に
反
映
さ
せ
た

い
と
思
い
ま
す
。

適
応
指
導
教
室

不
登
校
児
を
対
象
と
し
た
適
応
指
導

教
室
の
運
営
に
つ
い
て
、
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
。

A
適
応
指
導
教
室
は
、
何
か
の
原
因

で
不
登
校
と
な
っ
て
い
る
子
供
に
対
す

る
支
援
の
教
室
で
す
。
悩
み
を
聞
い
た

り
、
障
害
物
を
取
り
除
い
た
り
し
て
、

早
く
学
校
に
復
帰
さ
せ
る
た
め
の
努
力

を
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
、
少
年
セ
ン
タ
ー
で
対

応
し
て
き
で
い
ま
し
た
が
、
段
々
増
え

る
傾
向
に
あ
っ
た
た
め
、
専
門
の
教
室

を
設
け
て
6
名
体
制
で
対
応
し
て
い
ま

す
。
学
力
補
充
の
勉
強
、
運
動
訓
練
の

教
育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
の
主
な
要
望

郡
川
河
川
改
修
・
菅
一
瀬
地
区
の
温
泉
開

発
・
市
南
部
運
動
広
場
の
整
備
・
空
港

入
り
口
周
辺
の
整
備
・
公
園
の
計
画
的

整
備
・
入
国
管
理
セ
ン
タ
ー
、
旧
庁
舎

跡
地
の
利
用
計
画
・
広
報
紙
の
配
付
と

カ
タ
カ
ナ
使
用
問
題
・
武
家
屋
敷
通
り

の
復
元
修
復
・
商
庖
街
へ
の
人
の
流
れ

の
誘
導
・
ペ
プ
シ
コ
l
ラ
跡
地
の
利
用

計
画
・
消
防
通
信
の

=π化
・
市
北
部

の
運
動
公
園
の
設
立
・
身
障
者
に
配
慮

し
た
施
設
づ
く
り
と
福
祉
パ
ス
の
充

実
・
黒
田
五
寸
人
参
の
P
R
・
幼
稚
園

の
統
廃
合
問
題
な
ど

7 



第
ぬ
回

人

権

題

11 

12 
月
4 
B 

10 
自
11 

人
権
と
は
、
人
聞
が
人
と
し
て
本

来
も
っ
て
い
る
権
利
で
、
憲
法
で
保
障

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
す
べ
て
の
人
が

等
し
く
幸
せ
な
生
活
を
営
む
た
め
の
基

本
的
な
権
利
で
す
。
私
た
ち
は
、
だ
れ

も
が
、
幸
福
で
生
き
が
い
の
あ
る
生
活

を
し
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
自
分
の
権
利
ば
か
り
を
主
張

す
る
の
で
は
な
く
、
他
人
の
権
利
を
尊

重
し
、
お
互
い
に
相
手
の
立
場
を
考
え

て
、
豊
か
な
人
間
関
係
を
つ
く
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護

委
員
連
合
会
は
、
次
の
強
調
事
項
を
掲

問げ
て
広
く
国
民
に
人
権
思
想
の
普
及
高

揚
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

。
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

ー
育
て
よ
う
思
い
や

り
の
心
i

O
菌
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権
意

識
を
膏
て
よ
‘
っ

O
部
落
差
別
を
な
く
そ

w

っ

O
女
性
の
地
位
を
高
め
よ
-
っ

O
障
害
者
の
完
全
参
加
と
平
等
を
実
現

し
よ
う

O
高
齢
者
の
住
み
や
す
い
社
会
を
築
こ

-つ毎
日
の
生
活
の
中
で
、
こ
れ
は
人
権

問
題
で
な
い
だ
ろ
う
か
と
感
じ
た
り
、

男
女
共
同
参
両
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

i
男
性
も
家
事
に
参
加
を

i

男
女
平
等
と
は
、
性
別
に
か
か
わ
り

な
く
、
一
人
ひ
と
り
が
個
性
や
能
力
を

十
分
発
揮
し
、
自
分
ら
し
い
生
き
方
を

選
択
で
き
る
こ
と
で
す
。

世
の
半
分
を
支
え
る
の
は
女
性
で
あ

り
な
が
ら
、
男
性
と
同
じ
よ
う
に
働
き
、

家
で
も
ま
た
女
性
が
家
事
の
ほ
と
ん
ど

を
担
っ
て
い
ま
す
。

男
性
も
家
事
に
参
加
を
す
る
こ
と
で

仕
事
と
は
違
っ
た
新
し
い
発
見
を
す
る

こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。「

男
は
仕
事
、
女
は
家
庭
」
と
い
う

古
い
固
定
観
念
を
捨
て
て
、
幻
世
紀
に

向
け
て
、
お
互
い
に
意
識
の
改
革
が
必

要
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。f 

法
律
上
ど
の
よ
う
に
な
る
か
分
か
ら
な

い
た
め
、
お
困
り
の
方
は
、
お
気
軽
に

長
崎
地
方
法
務
局
大
村
支
局
(
包
②

2
5
4
7
)
、
ま
た
は
近
く
の
人
権
擁

護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員
(
敬
称
略
)

谷
本
康
子
(
宮
⑬
3
2
7
5
)

山

口

清

(

包

⑬

4
4
3
3
)

内

野

祐

里

(

包

⑬
0
6
1
5
)

松

田

喬

一

(

宮

②

7
8
9
3
)

東
明
貴
子
(
宮
⑬
7
5
0
1
)

人
権
樹
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
す

日

時

ロ

月

4
日
側

時

間

午

前

日

時

か

ら

午

後

4
時

初
分
ま
で

場

所

市

役

所

第

3
会
議
室

※
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
題
く
守
ら

れ
ま
す
。市示-.-J7.23 

7 8 
(時間.分)

NHK放送文化研究所世論調査部 「生活時間の国際比較」

(日本は1990年、アメリカ合衆国は1985年のデータ)

6 

日本
アメリカ合衆国

4 3 

家事時間の比較

男性有職者PH155

専業主婦

女性有職者

ん4
C
 

口
貝
一
フ

流

イ

投

べ

岬
市

l
ノ

桔
オ

ヰ

叶

』

・

-tT 
大

ルゲ

ポ
ル
ト
ガ
ル
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
南

に
位
置
す
る
小
さ
な
国
で
す
。
-

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合

(
E
U
)
に

-

B
h

加
盟
し
て
お
り
、
人
口
は
約
1
、
-
レ
3
L

0
0
0
万
人
、
首
都
の
リ
ス
ボ

竺

の

ン
は
最
大
の
都
市
で
、
周
辺
部

四

河川山

ま
で
含
め
る
と
約
3
2
0
万
人

-

J

の
人
々
が
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

-

E
F

気
候
は
大
変
良
好
で
す
。
冬

-hwハ

も
そ
れ
程
寒
く
あ
り
ま
せ
ん
。
-

J

リ
ス
ボ
ン
の
気
温
は
0
度
を
下

-
cd

回
る
事
が
な
く
、
降
雪
も
あ
り

一

は

ま
せ
ん
。
冬
で
も
暖
か
い
晴
天

-
ι目

を
楽
し
む
事
が
で
き
ま
す
。
夏

一

~R

は
気
温
は
高
い
の
で
す
が
、
乾

一

O

燥
し
て
い
て
降
雨
は
あ
り
ま
せ

一

F

ん
。
春
と
秋
は
温
暖
な
季
節
で
、

-

ー

晩
春
場
で
海
水
浴
や
日
光
浴

プ

U

を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。
-

J

気
候
に
お
い
て
最
大
の
問
題

圃

は
、
雨
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

特
に
南
部
で
は
、
年
を
経
る
ご
と
に
降

水
量
が
減
っ
て
お
り
、
砂
漠
化
・
水
不

足
な
ど
多
く
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。ポ

ル
ト
ガ
ル
人
は
親
し
み
ゃ
す
い
国

民
で
す
が
、
時
折
外
国
人
に
は
閉
鎖
的

だ
と
感
じ
る
事
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
社
会
は
家
族
制
度

を
基
に
成
り
立
っ
て
お
り
、
家
族
の
単

位
を
優
先
し
が
ち
で
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル

で
誰
か
と
知
り
合
え
ば
、
遅
か
れ
早
か

れ
そ
の
人
の
家
族
と
出
会
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、
世
間
に

出
て
、
未
知
の
人
と
話
を
す
る
程
社
交

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
し
い
友
人
と

園
は
、
旧
友
か
ら
紹
介
さ
れ
る
の

-
が
普
通
で
す
。

-

ポ
ル
ト
ガ
ル
の
労
働
者
は
毎

-
年
1
か
月
の
休
暇
を
取
り
ま

聞
す
。
こ
の
休
暇
は
1
年
を
通
し

と

-

て
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、

園
通
常
は
夏
に
3
週
間
、
ク
リ
ス

v
』

圃-

マ
ス
と
新
年
に
1
週
間
休
み
ま

え

-
す
。
海
へ
行
く
こ
と
は
、
ポ
ル

，ぇ

-

ト
ガ
ル
人
の
休
暇
の
典
型
的
な

伝

-
旅
行
の
一
つ
で
す
。
海
外
旅
行

-c
-
は
、
大
多
数
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人

ト

-

に
は
、
高
嶺
の
花
で
す
が
、
ポ

心

-

ル
ト
ガ
ル
の
海
は
世
界
で
一
番

-

き
れ
い
な
海
だ
と
思
っ
て
い
ま

園
す。

四

6
月
か
ら
9
月
の
週
末
に

聞

は
、
み
ん
な
が
海
へ
出
か
け
ま

圃
す。

ポ
ル
ト
ガ
ル
で
盛
ん
な
ス
ポ
ー
ツ
は

サ
ッ
カ
ー
で
す
。
野
球
は
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
は
、

よ
く
映
画
へ
行
っ
た
り
(
入
場
料
は
5

0
0
円
位
で
す
)
、
友
人
と
会
っ
て
お
茶

を
飲
ん
だ
り
夕
食
を
と
っ
た
り
し
て
過

ご
し
ま
す
。

-8-



年末・年始市役所の仕事案内
=12月27日(土)-..平成10年 1月4日(日)まで通常業務は休みです=

ごみ収集

o 1可燃ごみ」は、 12月31日(水)まで平

常どおり収集します。(午後は休みです)

0 1不燃ごみJ1資源物」は、日割り表ど

おりの収集となります。

。収集をしない日

1月1日(木)から 4日(日)まで

01月5日(月)から平常どおり収集を行い

ます0

し尿くみ取り

012月23日(火・祝)から12月30日(火)

まで平常どおりくみ取りを行います。

Oくみ取りをしない日

12月31日(水)から 1月4日(日)まで

01月5日(月)から平常どおりくみ取り

を行います。

0ごみの収集がすでに終わっているご家庭でお困りの人は、
「可燃ごみ」…透明のごみ袋で、
「不燃ごみ」…ばらける物や小物類は透明のごみ袋で、
「資源物J……缶・ビン(透明・茶・その他に分ける)に分け、

新聞・雑誌・ダンボールはくくって、
清掃センターに直接持ち込んで、ください。

-.w明!fÆf;~苗圃

-12月27日(土)は、午前 9時から11時まで(午後は休みです)

-12月29日(月)・ 30日(火)は、午前 9時から11時30分・午後 1時から 4時まで

-E週園亙圃園田
年末には、「ごみ」が集中して排出され、相当の混雑が予想されますので、早め

に清掃、整理され町内のそれぞれの集積所を利用するようにしてください。

市 立病院 I 

急患はいつでも、当直の医師が診療します。小児科の急

患については、 12月30日(火)と 1月2日(金)の午前中は、

小児科医が診療します。

EE冨E覇軍事憲司

出生・死亡・婚姻など、
戸籍の届け出は、休み中も

宿日直で受け付けます。

ただし、転入や転出、諸
証明発行の事務は行いませ

ん。

問い合わせ市民課

(内線 10 0) 

-9-

-霊童ZE冨匡圃
12月28日(日)から 1月5

日(月)まで休館します。

※12月25日(木)の館内整

理日は開館します。

※1月6日(火)は午後 1時か

らの開館です。

問い合わせ

図書館 (ft②2457)

史料館 (ft③1979)

問い合わせ 清掃課(包~ 3100)

| 水道業

休み中も午後4時30分まで、給水中止・開始、料金徴収

などの業務を行います。問い合わせ 水道部 (ft⑬1111)

歳未特別警戒
~火の元大丈夫ですか?-

=12月28日-31日=

市消防団では、火災発生防止と人命損傷事故の

未然防止を図るため、夜間警戒巡視などを行い特

別警戒を実施します。

期間中 『消防の時間Jを午後8時と定め、 火の

元点検の励行を呼びかけるために、お秒間サイレ

ンを鳴らします。もう一度、火の元を点検しまし

ょっ。
消防演習招集サイレン 12月28日(日)、午前8時



V第5ロミッドナイトウオークラリー大会が、 10月

18日の夜に開催されました。家族や職場の仲間など

約1000人が参加。陸上競技場から琴平ス力イパーつ

までの往復コースで行われ市街地の夜景を楽しみな

がら完歩しました。

企鈴白地区社会体育相撲大会が、 10月18日鈴田小

学校相撲場でありました。ミ子供の部では、男の予

も女の吾も気合い十分で、渦巻く声援の中一生懸

命がんばりました。

砂竹松ジョギングフェスティパ

ルが竹松駐屯地において、 10

月19日開催されました。小学

一年生から壮年までの約820人

の参加でにぎわいました。選手

たちは、家族や友達の応援する

中、秋のさわやかな風を全身に

感じながら力一杯に走りまし

た。

砂第38口市民音楽祭

が、 10月26日市民会

館で開催されました。

合唱、邦楽、器楽とバ

ラ工ティに富んだ内容

で素晴しい音楽を披露

してくれました。

‘第35回壁画コンクール

が10月26日三城小学校で

開催されました。素晴し

い作昂が、ミ子供たちの思

いとアイデアで次々にで

き上がりました。

惨第31回大村市剣道選手権大会が、武道館で10月19日小学生から

大人までの138人が集まって開催されました。はりつめた空気の中、

選手たちは、力強い試合を繰り広げました。その中には台澄から来

た陳さんの顔もあり交流を深めました。

- 11-

Vろう学校の運動会が10月19日、

爽快な青空のもと開催されました。

ミ子供たちは終始にこやかに、のび

のびとして競技を楽しみました。

l 

企市内障害児学級運動会が10月28日、

市営陸上競技場で行われました。児童

たちは、友達や家族の声援を受けなが

ら玉入れ、夕、ンス、リレー、ゲームな

どを楽しみました。

A 第19回母と号のJ~\のふれあいスポーツ大会が、

10月26日市民体青館で開催されました。紅白玉入

れ、スプーンレースなど和気あいあいとして楽しみ

ました。

?一一一一一一一一 一一一一一一一 司} 高 崎明副V

‘第48回大村市小学校体

喬祭が市営陸上競技場で

10月15日開催されまし

た。市内の5・6年生が一

同に集い熱戦を繰り広げ

ました。

V第37回市内中学校音楽会が11月5日、市

民会館で開催され、音楽を通じ交流を深め

ました。 どの掌校もレベルの高い音楽を披

露し聴衆を魅3しました。

三大村市中学校音薬会主

，、

‘市内中学校吹奏楽部の定期演

奏会が、市民会館で開催されま

した。満員の会場は素晴しい演

奏とコーラスで沸きかえり、熱

気いっぱいのステキな演奏会で

した。

A第37口市内小学校音楽会が11月6日、市民会館で開

催されました。児童たちは、一生懸命練習してきた成果

を発表し、最高の音楽を披露してくれました。なかでも

ろう学校児童たちの素晴しい音楽には、大きな拍手がい

つまでも続きました。これ力、らもがんばってください。

-10-



教育功労者

15個人・ 1団体

を表彰

れ教
た育

皆功 ‘ 弄点妹度
さ労 ‘
ん者 ，

と
(し

存
II ，n;: 
目阜J

吏喜
正予け
こ':'1:>

市
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に

寄
与
さ
れ
た
方
に
贈
る
「
教
育

功
労
者
表
彰
式
」
が
日
月
4
日、

市
役
所
で
行
わ
れ
、
木
谷
教
育

委
員
長
か
ら
、
表
彰
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

勢
戸
利
春
さ
ん
(
竹
松
本
町
)

が
受
賞
者
を
代
表
し
て
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
の
は
次

の
方
々
で
す
。
(
敬
称
略
)

永
年
勤
続

(
教
職
員
)

酒
井
勝
利

松
岡
正
次

糸
山
晃

一

朝
長
ス
ミ
子

(
学
校
医
)

長
崎
省
吾

(
学
校
歯
科
医
)

渡
辺
心

一

松
崎
峯
高

藤
崎
芳
憲

(
故
)
井
上
書
雄

(
少
年
補
導
委
員
)

吉
村
勝
朗
田
崎
み
ど
り

(
図
書
館
協
議
会
委
員
)

井
手
京
子

篤
志
寄
付

黒
木
隆
亨

西
大
村
中
学
校
、
玖
島
中
学
校

お
よ
び
郡
中
学
校
へ
吹
奏
楽
器

を
寄
贈

株
式
会
社
丸
源

大
村
市
奨
学
基
金
へ
多
額
の
浄

財
を
寄
贈

勢
戸
利
春

大
村
市
文
化
基
金
ヘ
多
額
の
浄

財
を
寄
贈

8

尾
崎
啓
一

放
虎
原
小
学
校
、
桜
が
原
中
学

校
お
よ
び
大
村
市
文
化
基
金
へ

多
額
の
浄
財
を
寄
贈

子手
~ Iooi...l担、r

~大村市から 5人が受章~

平成9年秋の叙勲受章者が発表され、県内

ら野人、本市から 5人の方が栄ある章を受け

ました。おめでとうございます。

久原公園に遊び、に来てお!

.勲五等双光旭日章

高野良ーさん

(75歳・赤佐古町)

@勲七等青色桐葉章

磯遁 三津男さん

(74歳・植松3丁目)

四等瑞宝章

譜磨 力さん

(72哉・木場2丁目)

@勲五等瑞宝 章

長岡松次さん

(74歳・玖島2丁目)

@勲六等瑞宝章

原因 繁さん

(割議ι歩主寓2

第37回

展

美
術
の
秋
を
迎
え
、
第
訂
岡

市
展
に
は
、

3
0
2
点
の
力
作

が
出
品
さ
れ
、
多
数
の
参
観
者

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り

入
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

。

(
敬
称
略
)

今
年
の
作
品
も
秀
作
ぞ
ろ
い

(什

/

2
・
市
コ
ミ
セ
ン

10月20日、久原公園の開園式がありました。

当公園は、海が近く眺望できることから「海J
をテーマとして、施設の形態や色彩に配意して

造られました。休憩ゾーン、スポーツ広場、公

園南側には、子供たちが楽しめる遊具広場があ

ります。レクリェーションゃいこいの広場とし

てみなさんご利用ください。

大
村
市
長
賞

羊一
川町い
往
藤
竹
彦

自
主
潤

藤

浪
契
子

香

川
野
敏
夫

写

真

津
田
一
時
芋

彫
塑
・
工
芸

今
村
嫡
子

デ
ザ
イ
ン

坂
元

唯
市
議
会
議
長
賞

まい

r
z
早
瀬
潤
一

日
本
画

梅

落
茂教

育
委
員
会
賞

書

竹
下
ス
ナ
エ

写
真

本
多

斡
界市

文
化
協
会
賞

彫
塑
・
エ
芸

山
石
拓
実

J

ザ
イ
ン

朝
長
陽
子

市
美
術
協
会
賞

洋
画

永
尾
涼
子

日
本
画

若

林
清
子

ひ
津田

佐
藤
邑
芋

写

真

桑
原
洋

彫
塑
・
工
芸

山

下
沙
織

奨
励
賞

一平「

水
上
美
智
子
、
藤
田
洋

子
、
溝
道
佳
子
、
村
部
淳
子
、

山
浦
日
出
夫
、
山
浦
悦
子
、
原

口
ハ
ル
エ
、
石
矢
邦
子
、
今
村

純
子
、
山
元
武
郎
、
中
嶋
親
嗣
、

ヲ
本
軍

太
梅
子
、
小
堺
千
代

子
、
谷
口
辰
憲
、
飛
石
松
枝

仁

坂
根
毅
、
鈴
田
文
昭
、
古

瀬
郡
者
、
本
多
揚
子
、
松
永
文

枝
、
小
野
恭
子
、
北
川
文
子
、

南
ヒ
ロ
、
福
田
昌
子
、
山
元
キ

ヨ
、
藤
松
千
鶴
子
、
福
崎
洋
子
、

村
上
澄
子
、
池
田
順
子
、
市
村

宅
早
々

水
浦
悦
子
、
渡
遁
繋
下
、

中
村
朱
実

写
真

若
浦
敏
也
、

山
口
ス
ミ
子
、
成
瀬
ヒ
ツ
ヨ
、

岸
口
邦
彦
、
長
岡
裕
子
、
橋
口

昌
子
、
辻

一
弘
、
原
浄
梨
、
篠

原
拓
、
岸
川
口
抑
旬
、
池
田
英
美

子

彫
塑
・
工
芸

岩
崎
タ
マ

エ
、
中
川
内
浩
三
、
神
田
美
恵
子

-12一

ありがとうときいました

九電工大村営業所の皆さんが、 10月18日、玖

島城石垣の清掃奉仕作業を行いました。

「さわやかコミュニティ旬間Jの一環として、

早朝から所員約20人が高所作業車などを使い板

敷櫓周辺の石垣を除草。繁っていた草も刈り取

られ、スッキリきれいになりました。

この奉仕作業も今年で7回目です。おつかれ

さまでした。



年
金

あ
な
た
の
年
金
は
大
丈
夫
で
す
か
?

国
民
年
金
は
、
日
本
に
住
む
却
歳
以

上

ω歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
加

入
し
て
い
て
も
保
険
料
の
納
付
を
し
な

け
れ
ば
年
金
を
受
け
ら
れ
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
。
せ
っ
か
く
納
め
た
保
険
料

を
無
駄
に
し
な
い
た
め
に
も
今
ま
で
の

自
分
の
納
付
状
況
を
チ
ェ

ッ
ク
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。

老
齢
基
礎
年
金
は
少
な
く
と
も
お

年
以
上
の
期
闘
が
必
要
で
す

老
齢
基
礎
年
金
は
、
次
に
あ
げ
る
期

間
の
合
計
が
少
な
く
と
も
あ
年
以
上
な

い
と
受
給
で
き
ま
せ
ん
。

・
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
期
間
(
免

除
期
間
・
第
3
号
被
保
険
者
期
間
を
含

み
ま
す
)

・
任
意
加
入
で
き
る
人
が
加
入
し
な
か

っ
た
期
間

(
合
算
対
象
期
間

nカ
ラ
期

間
)

※
昭
和
お
年
4
月
か
ら
昭
和
臼
年
3
月

ま
で
の
問
で
、
厚
生
年
金
や
共
済
組
合

に
加
入
し
て
い
る
夫
ま
た
は
妻
の
扶
養

に
入
っ
て
い
る
人
で
、
国
民
年
金
に
加

入
し
な
か
っ
た
人
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の

妻
な
ど
)
が
該
当
し
ま
す
。

-
昭
和
お
年
4
月
以
降
の
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
に
加
入
し
て
い
た
期
間

た
だ
し
、
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基

礎
年
金
を
受
給
す
る
た
め
の
要
件
は
老

齢
基
礎
年
金
と
は
異
な
り
ま
す
の
で
、

老
齢
基
礎
年
金
の
期
間
を
満
た
し
て
い

て
も
障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年
金

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

匡
民
年
金
保
険
料

の
納
め
忘
れ
は
あ

わ
ま
せ
ん
か
?

今
年
も
残
す
と
こ
ろ
わ
ず
か
と
な
り

ま
し
た
。
国
民
年
金
保
険
料
の
納
め
忘

れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
納
付
書
の
紛
失

な
ど
に
よ
り
国
民
年
金
保
険
料
が
納
め

ら
れ
な
い
と
い
う
人
は
再
発
行
し
ま
す

の
で
、
お
早
め
に
年
金
係
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

1
3
)
 

保
険
年
金
課
(
内
線
1

玄
民
健
康
保
険
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

「
か
ぜ
対
策
」

冬
に
か
ぜ
が
多
い
の
は
、
寒
さ
と
乾

燥
し
た
空
気
に
よ
っ
て
体
の
抵
抗
力
が

弱
ま
る
た
め
で
す
。

か
ぜ
は
、
ほ
と
ん
ど
ウ
イ
ル
ス
が
原

因
な
の
で
、
体
の
抵
抗
力
が
弱
ま
る
と

ウ
イ
ル
ス
が
体
内
に
入
り
込
み
発
病
し

ま
す
。

そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
が
ビ
タ
ミ
ン

C
の
働
き
で
す
。

ビ
タ
ミ
ン

C
は
か
ぜ
ウ
イ
ル
ス
や
ス

ト
レ
ス
な
ど
に
対
し
、
抵
抗
力
を
高
め

る
働
き
が
あ
り
ま
す
。

か
ぜ
に
強
い
昧
方
の
ビ
タ
ミ
ン
C
を

多
く
含
む
野
菜
と
い
え
ば
、
白
菜
や
ピ

ー
マ
ン
、
ブ
ロ

ッ
コ
リ
ー
な
ど
で
す
。

お誕生日おめでとう

山
田
ケ
サ
さ
ん
(
東
大
村

2
丁
目
)
が

1
0
3
歳
(
明

治
幻
年
日
月
四
日
生
)
の
誕

生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

市
長
が
「
健
康
で
長
生
き
で

さ
る
こ
と
が
一
番
嬉
し
い
」

と
声
を
か
け
、
お
祝
の
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(叩
/
行
・
慈
恵
荘
)

野
菜
や
果
物
を
た
っ
ぷ
り
と
る
こ
と

は
か
ぜ
対
策
の

一
つ
で
す
。

今
月
は
、

9
月
に
か
か
っ
た
医
療
費
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
保
険
年
金
課

1
0
)
 

(
内
線
1

大
道
寺
タ
マ
さ
ん
(
東
三

城
町
)
が

1
0
2
歳
(
明
治

初
年
日
月
1
日
生
)
の
誕
生

日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
市

長
が
「
一
元
気
が
い
い
で
す
ね
」

と
声
を
か
け
、
お
祝
の
花
束

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

(
叩
/
剖

・
自
宅
)

健康

受日震
イ寸帰で
中り t
!人 L
関与
ド5
ツ会
ク!

対
象
必
歳
以
上
の
市
民
(
職
場
な
ど

で
受
診
で
き
る
人
を
除
き
ま
す
)

内

容

問

診
、
血
圧
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
、
肝
機
能
、
腎
機
能
、
心
電
図
、
腹

部
エ
コ

i
、
胸
部
X
線
検
査
、
胃
部
X

線
検
査
、
便
潜
血
検
査
な
ど

受
診
料

2
3
、
0
0
0
円

場
所

市
立
病
院

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課
(
内
線
1

4
1
)
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婦
人
が
ん
(
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
)
検
診
実
施
中
!

対
象
市
民
で
ぬ
歳
以
上
の
女
性
(
職

場
等
で
定
期
的
に
検
診
を
受
け
ら
れ
る

人
、
妊
婦
を
除
き
ま
す
)

負
担
金

子
宮
頚
が
ん
検
診

1
、
0
0
0
円

子
宮
頚
+
体
が
ん
検
診

1
、
7
0
0
円

乳
が
ん
検
診

4
0
0
円

(
老
人
医
療
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
、
生
活
保
護
受
給
者
、
利
用
券
を

お
持
ち
の
人
は
無
料
で
受
け
ら
れ
ま

す
)

受
け
方
直
接
医
療
機
関
で
診
療
時
間

内
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
医
療
機
関

ウ
ー
マ
ン
ズ
ク
リ
ニ

ッ
ク
ナ
ガ
ノ
、
大

村
中
央
産
婦
人
科
、
お
び
産
婦
人
科
医

院
、
後
藤
産
婦
人
科
医
院
、
桝
本
産
婦

人
科
内
科
医
院
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ

ッ
ク
し
げ
ま
つ

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課
(
内
線
1

4
1
)
 

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

B
C
G
予
防
接
種

対

象

生

後
3
か
月
か
ら
必
か
月
未
満

児
で
、
今
ま
で
に
B
C
G
接
種
を
受
け

た
こ
と
が
な
い
乳
幼
児
。

料

金

無

料

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

表

・
熱
の
あ
る
と
き

程

・
急
性
疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
と
き

肝

・
予
防
接
種
に
よ
っ
て
、
強
い
ア
レ
ル

隙

ギ
l
反
応
を
起
し
た
こ
と
の
あ
る
人

仔

・
下
痢
を
し
て
い
る
と
き

M

・
生
ワ
ク
チ
ン
(
麻
し
ん
な
ど
)
接
種

後
4
週
間
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
(
三
種

槌

混
合
な
ど
)
接
種
後
1
週
間
を
経
過
し

蹴

て
い
な
い
と
き

ル

※
1
年
以
内
に
け
い
れ
ん
(
ひ
き
つ
け
)
げ

を
起
し
た
こ
と
の
あ
る
人
は
、
意
見
書

仰

な
ど
の
主
治
医
の
許
可
が
必
要
で
す
。

y

※
母
子
健
康
手
帳
を
必
ず
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

4
1
)
 

健
康
増
進
課
(
内
線
1

接種会場 ツベルクリン反応 BCG接種

市役所第8・9会議室
12月2日(火) 12月4日(木)

萱瀬出張所

西大村コミセン

三 浦出張所 12月3日(水) 12月5日(金)

鈴田出張 所

竹松出張 所

福重出張 所
12月9日(火) 12月11日(木)

中地区公民館

松原出張 所
12月10日(水) 12月12日(金)

時
間

午
後
2
時
1
3
時

骨
髄
パ
ン
ク
に
登
録
を
お
願
い
し
ま
す

リ
今
月
は
骨
髄
登
録
推
進
月
間
で
す
日

日
本
骨
髄
パ
ン
ク
の
登
録
者
は
8
万

2
千
人
(平
成
9
年
3
月
末
)
で
す
。

し
か
し
、
型
の
適
合
が
難
し
い
た
め
多

く
の
人
の
登
録
が
必
要
で
す
。
骨
髄
に

異
常
が
あ
る
と
血
液
の
病
気
に
な
り
、

再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
の
機
能
低
下

や
、
白
血
病
な
ど
の
が
ん
化
が
お
こ
り

ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
登
録
を
お
願

い
し
ま
す
。

骨
髄
バ
ン
ク
登
録
受
付
と
問
い
合
わ
せ

。
長
崎
県
骨
髄
デ
l
タ
セ
ン
タ
ー
(長

崎
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
)
(
2
0

9
平
1
8
4
3
3
3
3
1
)

。
佐
世
保
骨
髄
デ
I
タ
セ
ン
タ
ー
(
佐

世
保
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
)
(
包

0

9
5
6
③
6
3
7
7
)
 

。
県
南
保
健
所
(
宮

0
9
5
7
⑫

3

2
8
7
1
3
2
8
9
)
 

。
県
北
保
健
所
(
宮

0
9
5
6
⑪
3

1
2
1
)
 

は
が
き
登
録
健
康
増
進
課
と
県
央

保
健
所
ほ
か
各
市
町
村
や
保
健
所
に

備
え
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課
(
内
線

1
4
1
)
 

エ
イ
ズ
は
遠
い
国
の
病
気
で
は
あ
り
ま
せ
ん

H
M
M
月
1
日
は
世
界
エ
イ
ズ
デ

l
H

W
H
O
(世
界
保
健
機
構
)
で
は
、

西
暦
2
0
0
0
年
に
は
感
染
者
が
4
千

万
人
(
う
ち
小
児
1
千
万
人
)
に
達
す

る
と
予
測
し
て
い
ま
す
。

日
本
で
も
、
患
者
と
感
染
者
の
累
計

で
3
、
3
0
4
人
と
な
っ
て
お
り
、
県

内
累
計
で

m人
が
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
エ
イ
ズ
を
正
し
く
理
解
し
感
染
を

防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

エ
イ
ズ
の
感
染
経
路

①
性
行
為
感
染
・:
H
I
V
ウ
イ
ル
ス
は

主
に
血
液
や
精
液
、
腔
の
分
泌
液
に
多

く
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
感

染
者
と
の
性
行
為
が

一
番
多
い
感
染
の

し
か
た
で
す
。

②
血
液
感
染
・
・
・
感
染
者
の
血
液
や
血
液

製
剤
の
輸
血
(
日
本
で
は
現
在
の
献
血

血
液
や
血
液
製
剤
で
感
染
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
)
麻
薬
の
注
射
針
の
打
ち

回
し
な
ど
で
感
染
し
ま
す
。

③
母
子
感
染
:
・
感
染
し
て
い
る
母
親

が
、
妊
娠
中
や
出
産
時
に
赤
ち
ゃ
ん
に

感
染
さ
せ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

母
乳
に
よ
る
感
染
の
例
も
あ
り
ま
す
。

エ
イ
ズ
を
防
ぐ
た
め
に

①
不
特
定
多
数
の
相
手
と
の
性
的
接
触

三種混合・麻しん・嵐しん
予防接種実施申!!

お子様の体調の良い時に受けられるよ

う、年間を通じて実施しています。

詳しくは「健康のしおりと国民健康保険J
をご覧ください。
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を
避
け
る
。

②
コ
ン
ド
l
ム
を
正
し
く
使
用
す
る
。

③
不
安
や
心
配
が
あ
れ
ば
、
す
ぐ
保
健

所
で
検
査
を
受
け
る
か
ま
た
は
病
院
で

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

④
そ
の
他
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
れ

ば
、
保
健
所
に
電
話
な
ど
で
相
談
し
ま

し
ょ
切
っ
。

県
央
保
健
所
で
は
、
無
料
・
匿

名
で
検
査
を
し
ま
す
。

県
央
保
健
所
(
宮
⑧
3
3
0
6
)

問
い
合
わ
せ
健
康
増
進
課
(
内
線

1
4
1
)
 



税

農
家
の
皆
さ
ん
ヘ

平
成
9
年
中
の
田
畑
作
付
面
積
等
の

お
た
ず
ね
に
つ
い
て

こ
の
お
た
ず
ね
は
、
平
成
9
年
分
の

市
内
の
作
付
動
向
お
よ
び
各
農
家
の
人

が
農
業
所
得
算
定
に
所
得
標
準
を
選
択

さ
れ
る
場
合
の
基
礎
資
料
に
な
る
も
の

で
す
の
で
、
正
確
に
記
入
の
う
え
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

受
付
日
お
よ
び
場
所
(
各
出
張
所
)

ロ
月
4
日
同
・:
三
浦

住
宅
用
地
の
申
告
を

住
宅
用
地
は
、
固
定
資
産
税
、
都
市

計
画
税
の
軽
減
措
置
が
適
用
さ
れ
ま

す
。住

宅
用
地
を
認
定
す
る
た
め
、
次
の

場
合
、
平
成
叩
年
2
月
2
日
ま
で
に
税

ロ
月
5
日
働
・
:
西
大
村
・
竹
松

ロ
月
日
日
制
・:
鈴
田

・
松
原

ロ
月
日
日
側
:
・
福
重

・
萱
瀬

受
付
時
間

午
前
8
時
初
分
j
午
後
4
時
加
分

提
出
期
限
ロ
月
四
日
働

提
出
先
税
務
課
ま
た
は
各
出
張
所

問
い
合
わ
せ
税
務
課
市
民
税
係
(
内

線
1
2
4
)

務
課
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

①
任
宅
を
新

・
増
・
改
築
し
た
場
合

②
家
屋
の
用
途
を
変
更
し
た
場
合

問
い
合
わ
せ
税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
確
定
申
告

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
所
得
税
は
、
毎
月

の
給
与
や
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ

れ
、
ロ
月
の
年
末
調
整
で
精
算
さ
れ
ま

す
の
で
、
大
部
分
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は

確
定
申
告
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
も
確

定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合

や
、
確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
場
合

①
給
与
の
年
収
が
、

2
、
0
0
0
万
円

を
超
え
る
人

②
給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
(
収
入
金
額
か
ら
必
要
経
費
を
控

除
し
た
後
の
金
額
)
の
合
計
が
却
万
円

を
超
え
る
人

③
給
与
を
2
か
所
以
上
か
ら
も
ら
っ
て

い
る
人

こ
の
よ
う
な
人
の
確
定
申
告
は
、

2

月
日
日
か
ら
3
月
日
日
の
確
定
申
告
の

期
間
中
に
受
け
付
け
ま
す
。

確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税

が
還
付
さ
れ
る
場
合
(
還
付

申
告
)

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
ロ
l
ン
な
ど
で
取
得

し
た
場
合
(
住
宅
取
得
等
特
別
控
除
)

②
多
額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場
合

③
災
害
や
盗
難
に
あ
っ
た
場
合

④
年
の
途
中
で
退
職
し
再
就
職
し
て
い

な
い
場
合

な
お
、
確
定
申
告
を
す
る
場
合
に
は
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得
金

額
の
合
計
額
が
却
万
円
以
下
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
含
め
て
計
算
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
還
付
申
告

は、

1
月
5
日
か
ら
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
の
で
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ

問
い
合
わ
せ

1
3
7
0
)
 

諌
早
税
務
署
(
合
②

家
屋
の
実
地
調
査

固
定
資
産
税
の
課
税
の
た
め
、
新

・

増

・
改
築
や
取
り
壊
し
た
家
屋
の
実
地

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。
調
査
員
(
固

定
資
産
評
価
補
助
員
証
を
携
帯
)
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

家
屋
の
新

・
増
・
改
築
や
取
り
壊
し

を
し
た
人
で
、
登
記
を
し
て
い
な
い
人

は
届
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
税
務
課
(
内
線
1
2
0
)

市
税
の
収
納
事
務

お
よ
び
納
税
相
談

市
税
(
市
県
民
税
、
国
民
健
康
保
険

税
、
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど
)

の
休
日
納
税
相
談
お
よ
び
収
納
事
務
を

行
い
ま
す
。

※
県
税
の
納
税
相
談
も
同
時
に
行
わ
れ

ま
す
。

日
時
ロ
月
日
比
日
町
、
午
前
9
時
l
午

後
5
時
場
所
税
務
課
窓
口

問
い
合
わ
せ
税
務
課
(
内
線
1
2
6
)
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みんなの
健康

副?ち
鼻?く
腔4の
炎:ぅ
三症
は

大
村
市
医
師
会

海
江
田

鼻
の
働
き
は
た
だ
匂
い
を
か
ぐ
だ

け
で
な
く
呼
吸
の
最
初
の
通
り
道
で

吸
気
の
際
、
加
温
加
湿
清
浄
と
い
っ

た
重
要
な
働
き
を
し
て
い
ま
す
。
ま

ず
鼻
の

構
造
を

E

説
明
し

咽
て
み
ま

¥
す
。
鼻

は
鼻
中

「
健
康
と
食
生
活
」

大
村
市
医
師
会

与
那
城
壁
大

昔
、
王
様
は
、
不
老
長
寿
の
ク
ス

リ
を
探
し
求
め
た
と
い
う
。
今
日
、

多
く
の
人
々
は
、
健
康
で
健
や
か
な

生
活
を

夢
見
て
、

競
っ

て、

健
康
食

品
と
い

わ
れ
る

晃

隔
と
い
う
障
子
の
よ
う
な
板
で
左
右

に
わ
け
ら
れ
更
に
鼻
甲
介
と
い
う
粘

膜
の
か
た
ま
り
に
よ

っ
て
上
中
下
の

鼻
道
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
副
鼻
腔

は
左
右
対
称
に
眼
の
下
(
頬
部
)
に

あ
る
上
顎
洞
・
眼
の
内
側
に
あ
る
簡

骨
洞
・
眼
の
上
(
眉
毛
)
に
あ
る
前

頭
洞
・
鼻
の
奥
に
あ
る
蝶
形
洞
か
ら

な
り
そ
れ
ぞ
れ
が
自
然
孔
と
い
う
細

い
ト
ン
ネ
ル
に
よ
っ
て
鼻
腔
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

ち
く
の
う
し
よ
う一

さ
て
、

一
般
に
蓄
膿
症
と
は
、
こ

の
副
鼻
腔
に
膿
が
た
ま
っ
た
状
態
を

い
い
副
鼻
腔
炎
と
も
い
い
ま
す
。
原

因
は
、
カ
ゼ
な
ど
に
よ
り
反
復
す
る

細
菌
感
染
が
多
く
そ
の
他
ア
レ
ル
ギ

物
に
む
ら
が
る
。
昔
も
今
も
人
間
の

心
、
願
望
は
全
く
同
じ
で
あ
る
。
そ

の
心
を
ゆ
さ
ぶ
る
か
の
よ
う
に
、

続
々
と
、
健
康
食
品
と
名
の
つ
く
商

品
が
出
現
し
消
え
て
い
く
、
そ
の
数
、

数
百
種
と
も
い
わ
れ
る
。

さ
て
、
健
康
で
す
こ
や
か
な
生
活

と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
い
か
に

成
人
病
を
さ
け
得
る
か
と
言
う
事
に

ほ
か
な
ら
な
い
。
三
大
成
人
病
と
い

わ
れ
る
癌
・
心
臓
病
・
脳
卒
中
な
ど

は
、
い
ず
れ
も
食
生
活
・
ラ
イ
フ
ワ

ー
ク
い
か
ん
に
関
わ
り
、
そ
れ
に
根

ざ
し
て
い
る
。
現
代
は
、
飽
食
の
時

代
、
車
時
代
と
も
言
わ
れ
、

昔
と
違

い
、
世
界
中
の
食
物
が
身
近
に
あ
り
、

ー
性
鼻
炎
や
大
気
汚
染
ス
ト
レ
ス
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
で
は
症
状
と

し
て
鼻
汁
鼻

M

つ
ま
り
が
主
で、

鼻
汁

は
膿
や
粘
液
が
む
し
ろ
喉
の
方
ヘ
流

れ
る
こ
と
が
多
く
疫
の
よ
う
な
症
状

が
つ
づ
き
ま
す
。

ま
た
鼻
行
持
り
は

鼻
甲
介
の
粘
膜
の
は
れ
や
鼻
茸

(ポ

リ
l
プ
)
に
よ

っ
て
お
こ
り
ま
す
。

ひ
ど
く
な
る
と
匂
い
も
わ
か
ら
な
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
他
頭
痛
、
副
重
感
や
眼
の
つ

か
れ
や
注
意
力
散
漫
な
ど
の
鼻
以
外

の
症
状
が
み
ら
れ
る
の
も
特
徴
で
す
。

治
療
と
し
て
は
、
対
称
療
法
で
鼻

腔
の
中
に
霧
状
の
薬
を
送
り
込
む
ネ

ブ
ラ
イ
ザ
!
と
膿
を
と
か
し
て
排
出

容
易
に
買
い
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
た
め
、
人
々
は
好
き
な
物
を
好

き
な
だ
け
食
し
、
嫌
い
な
物
に
は
子

も
出
さ
な
く
な

っ
た
。
同
時
に
、

運

動
の
基
本
で
あ
る
、
歩
く
と
い
う
事

を
や
め
て
し
ま

っ
た
。
そ
の
結
果
、

栄
養
過
多
と
な
り
、
肥
満
、
高
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
、
糖
尿
病
、
動
脈
硬
化

と
な
る
。
い
ず
れ
も
成
人
病
の
原
因

と
な
る
。
ま
た
好
き
な
物
し
か
食
し

な
い
事
に
な
り
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
に

不
足
を
来
す
。
こ
れ
が
現
在
問
題
に

な
っ
て
い
る
、
カ
ル
シ
ウ
ム
不
足
、

骨
粗
懸
症
の
原
因
で
あ
る
。

以
上
、
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
成

人
病
を
予
防
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
、

さ
せ
粘
膜
の
は
れ
を
へ
ら
す
薬
を
飲

む
内
服
療
法
が
あ
り
い
ず
れ
も
長
期

的
に
行
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
治
療

で
改
善
さ
れ
な
い
時
は
手
術
と
な
り

ま
す
が
手
術
を
す
れ
ば
治
る
と
い
う

わ
け
で
は
な
く
術
後
も
し
ば
ら
く
対

称
療
法
が
必
要
で
す
。
こ
の
よ
う
に

蓄
膿
症
の
治
療
は
非
常
に
根
気
の
い

る
も
の
で
一
度
受
診
し
た
か
ら
と
い

っ
て
治
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
鼻
は
先
に
述
べ
た
よ
う

に
非
常
に
重
要
な
働
き
を
し
て
お
り

鼻
を
気
持
ち
よ
く
長
い
つ
き
合
い
を

す
る
た
め
に
上
記
の
症
状
が
み
ら
れ

た
ら
早
め
に
耳
鼻
科
に
受
診
す
る
事

が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
食
生
活
、
日
常
生
活
を
見
直

す
事
か
ら
始
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

取
り
す
ぎ
て
は
い
な
い
か
、
バ
ラ
ン

ス
良
く
取
っ
て
い
る
か
、
好
き
嫌
い

な
く
取
っ
て
い
る
か
、
こ
れ
ら
を
検

討
し
、
減
ら
す
べ
き
は
減
ら
し
、
不

足
分
は
こ
れ
を
補
う
。
さ
ら
に
、
こ

れ
に
適
度
な
運
動
が
加
わ
れ
ば
、
健

康
で
す
こ
や
か
な
生
活
が
、
約
束
さ

れ
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
事
を
せ
ず

に
、
た
だ
た
だ
健
康
食
品
に
飛
び
つ

い
て
も
、
全
く
意
味
の
な
い
事
で
あ

る
。実

際
に
は
、
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い

る
腹
八
分
、
好
き
嫌
い
の
な
い
食
生

活
を
実
行
す
る
事
で
あ
る
。

ホ
リ
デ
イ
保
育
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新
城
保
育
園
(
宮
②
4
1
5
2
)

日
曜
日
・
祝
日
な
ど
に
冠
婚
葬
祭

へ
の
出
席
、
ま
た
は
、
就
労
な
ど
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
状
況
に
あ

る
就
掌
前
の
児
童
(
離
乳
が
完

3
前

の
児
童
を
除
き
ま
す
。
)
を
保
育
す

る
も
の
で
す
。

実
施
日

世
月
:
・
昨
日
・
引
日
・
お
日

お
日

1
月
・:
4
日
・
什
日
・
百
日

間
日
・
お
巴

午
前
8
時
初
分
i
午
後
5
時

1

B

1
、

5
0
0円

は
日
前
か
ら
2
日
前
ま
で

時

間

保
育
料

受

付

時
的
保
育

わ
か
ば
保
育
園
(
宮
⑮
0
8
3
4
)

保
護
者
な
ど
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
就

労
や
、
出
産
・
傷
病
な
ど
に
よ
る
緊

急
時
の
保
育
ま
た
、
育
児
に
伴
う
。

理
的
、
肉
体
的
負
担
を
解
消
す
る
た

め
に
一
時
的
に
保
育
す
る
も
の
で

す
。な

お
、
就
労
に
よ
る
も
の
は
週

3

目
、
そ
の
ほ
か
は
月
日
日
を
限
度
と

し
ま
す
。

実
施
日

時

間

保
育
料

，sg 
Jι 

付

保
育
園
開
所
日

午
前
8
時
j
午
後

5
時

1
日

1
、

0
0
0円

(
飲
食
費
を
除
き
ま
す
)

随
時



お
し
ら
せ

新
年
慶
祝
交
歓
会

(
指
名
刺
交
援
会
)

秘
書
広
報
課
(
内
線
2
0
2
)

平
成
日
年
度
新
年
慶
祝
交
歓
会
を
開

催
し
ま
す
。
日
時
平
成
日
年
1
月
5

日
側
、
午
後
5
時

却

分

会

場

パ

ー

ク
ベ
ル
ズ
会
費

1
人
2
、
5
0
0

円
申
込
方
法
秘
書
広
報
課
ま
た

は
、
各
出
張
所
ま
で
、
会
費
を
添
え
て

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
期
限

ロ
月
5
日
働

電
話
加
入
権
を
公
売

税
務
課
(
内
線
1
2
6
)

(代表)

市
税
の
滞
納
に
よ
り
差
し
押
さ
え
た

電
話
加
入
権
を
公
売
し
ま
す
。

日
時
ロ
月

μ
日
側
、
午
後
1
時
初
分

場
所
市
役
所
第
3
会
議
室
公
売
方

法
一
般
競
争
入
札
代
金
納
付
期
限

即
納
持
参
す
る
も
の
印
か
ん
(
代

理
人
の
場
合
は
委
任
状
)
公
売
台
数

若

干

※

N
T
T
の
譲
渡
承
認
が
得
ら

市役所

ft53-4111 

れ
な
い
場
合
は
、
売
却
決
定
を
取
り
消

し
ま
す
。
な
お
、
公
売
開
始
前
ま
で
に

完
納
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
公
売

を
中
止
し
ま
す
。

平
成

9
年
度

個
人
住
宅
建
設
資
金
利

害
補
給
〈
孟
の
申
請
を

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

市
で
は
、
個
人
住
宅
の
建
設
促
進
を

図
る
た
め
、
住
宅
建
設
資
金
の
融
資
を

利
用
し
て
個
人
住
宅
を
取
得
し
た
人
に

対
し
て
、
利
子
補
給
金
が
受
け
ら
れ
る

制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。
次
に
該
当
す

る
人
は
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

①
任
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
8
0
0
万

円
以
上
)
を
受
け
、
市
内
に
自
ら
居
住

す
る
た
め
の
住
宅
の
新
築
(
居
住
し
た

こ
と
の
な
い
住
宅
の
購
入
を
含
み
ま

す
)
お
よ
び
増
改
築
を
行
っ
た
人

②
住
宅
建
設
資
金
の
最
初
の
償
還
月

が
、
平
成
9
年
4
月
1
日
か
ら
平
成

m

年
3
月
担
日
ま
で
に
該
当
す
る
人

利
子
補
給
金
額
年
間

一
律
4
万
円

(
1
か
年
限
り
)

臨
南
財
産
売
払

長
崎
財
務
事
務
所
管
財
第
二
課

(
包

0

9

5

8

2

2
1
4
2
7

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
売
り
払
い
ま

す
。

売
払
物
件
所
在
諏
訪
2
丁
目
5
0
7

番
日

(
2
3
1
2
m
)
ほ
か
9
件

西

大

村
本
町
2
6
6
番
1
(
1
、
5
8
9
2
m
)

地

目

宅

地

ほ

か

入

札

日

ロ

月
9

日
仰

・

m日
制
・

1
日
側

場
所
労
働
会
館
※
物
件
の
詳
細
に

つ
い
て
は
、
市
役
所
お
よ
び
現
地
な
ど

に
掲
示
し
て
い
る
公
示
書
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。ワ

ー
プ
ロ
技
術
講
習
会

長
崎
県
女
性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー

(
宮

0
9
5
1
8

4

6

9

0

3

0
)
 

女
性
の
就
業
機
会
の
拡
大
と
就
業
条

件
の
向
上
を
目
的
と
し
た
技
術
講
習
会

を
開
催
し
ま
す
。

科
目
ワ
ー
プ
ロ

4
級
(
日
商
検
定
4

級
受
験
)
募
集
定
員
弘
人
日
時

平
成
日
年
1
月
7
日
制
1
2
月
日
日
働

初
日
間
(
第
2
土
曜
日
・
日
曜
・
祝
日

を
除
き
ま
す
)
午
前
日
時
j
午
後
1
時

『毛
利
元
就

加
分
場
所
国
際
情
報
科
学
専
門
学

校
諌
早
校
応
募
資
格
①
再
就
職
を

希
望
す
る
女
性
で
、
求
職
活
動
を
し
て

い
る
人
②
ワ
ー
プ
ロ
の
初
心
者
で
、

全
日
程
出
席
可
能
な
人
受
講
料
無

料
(
た
だ
し
、
教
材
費
は
自
己
負
担
)

受
付
期
間
ロ
月
1
日
か
ら
定
員
に
達

す
る
ま
で

農
地
転
用
許
弓
等
の

申
請
は

ロ
月
5
臼
ま
で
に
!

農
業
委
員
会
(
内
線
3
5
2
)

農
地
転
用
許
可
等
の
各
申
請
受
付

(
ロ
月
申
請
分
)
は
ロ
月
5
日
⑥
ま
で

と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

な
お
、
平
成
叩
年
1
月
分
か
ら
の
受

付
は
従
来
ど
お
り
毎
月
日
日
ま
で
と
な

り
ま
す
。

下
』

内
館
牧
子
著

了、

二t

学校名が変わります
大村園芸高等学校が

「大村城南高等学校Jに11
平成10年度から大村園芸高等学校が大村城南高等学校に変わり

ます。新設学科は、園芸科学科(定員40人)、環境デザイン科(定

員40人)、総合学科(定員120人)です。

問い合わせ 大村園芸高等学校(宮⑪3121) または各中学校ヘ

〆七

大内、尼子、二大勢力の制圧にのりだした

元就は、ついに中園地方の覇者へと歩み出す。

時のながれに娼びることをせず、静かに自分

を見つめ続けて生きた武将の最期。

NHK大河ドラマ小説がいよいよ完結。

インザ・ミソスープ(村上龍著)/櫨のなか
の芸(トリイ ・ヘイデン著)/銀醤の覇り[ぎ

んかんざしのかげり] () I日弥一郎著)/ク
ムラン(工リ工ツト・アべ力シス善)/氷の
淑女 上・下(シド二イ・シェル夕、ン蓄)/

誰も見なかった中国(落合信彦蓄)/霊の工
ンジン(矢作俊彦善)/2020年からの警鐘
②怠慢な日本人(日本経済新聞社編)/白昼
堂々(長野まゆみ蓄)/防壁(真保裕一善)
/まる吾だった(さくらももこ善)

、ミ

この他にもたくさんの新着図書を用意しています。

どうぞ、ご利用ください。

市立図書館 (ft@2457)問い合わせ

17 



(代表)

市役所

企 53-4111

商
工
課
(
内
線
2
4
1
)

長
崎
県
新
生
活
運
動
協
議
会
で
は
、

「
心
豊
か
で
、
潤
い
の
あ
る
地
域
社
会

づ
く
り
」
を
め
ざ
し
、
県
民
一
人
ひ
と

り
の
皆
さ
ん
に
「
く
ら
し
の
簡
素
化
」

や
「
省
資
源
・
ご
み
の
減
量
化
」
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
の
意
識
を
よ
り
一

駐日ボルトガル大伎が
大村市を訪問

ルイ ・グラール-デ・アヴィラ駐日ポ
ルトガル大使が10月16日に市長 ・議長を
表敬訪問されました。

大使は、平成8年6月に駐日大使として
着任後、初めての長崎県訪問で、シント
ラ市と大村市の交流、ポルトガルと日本
の交流について親しく懇談されました。

層
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
「
門
松
カ
ー

ド
頒
布
」
の
運
動
を
進
め
て
い
ま
す
。

金
額

1
組

(
2
枚

)

必

円

場

所

各
出
張
所
お
よ
び
商
工
課
期
限
ロ

月
四
日
嗣

同
和
問
題
講
演
〈
一
お
お
よ

び
同
和
問
題
啓
発
映
画

テ
レ
ビ
放
映

企
画
調
整
課
(
内
線
2
2
3
)

同
和
問
題
講
演
会

日
時
ロ
月
日
日

ω、
午
後
1
時
却
分

1

3
時

会

場

長

崎

県

町

村

会

館

(
長
崎
市
美
拘
)
参
加
費
無
料

講
師
田
中
蔚
(
=
一
木
市
総
合
隣
保
館

嘱
託
・
武
庫
川
女
子
大
学
非
常
勤
講

師
)

同
和
問
題
惑
発
映
画
テ
レ
ビ
放
映

日
時
ロ
月
7
日
側
、
午
後
3
時
1
4

時
題
名
「
若
い
波
紋
」

K
T
N
(側
テ
レ
ビ
長
崎
)

放
送
局

原
爆
被
爆
者

2
世
の
皆
さ
ん
へ

無
料
健
康
診
断
の
お
知
ら
せ

福
祉
課
(
内
線
1
5
6
)
ま
た
は

県
央
保
健
所
(
宮
③
3
3
0
4
)

対
象

①
両
親
ま
た
は
そ
の
ど
ち
ら
か

が
原
爆
被
爆
者
で
あ
る
人

②
長
崎
市

内
を
除
く
長
崎
県
内
に
居
住
し
て
い
る

昭
和
紅
年
6
月
4
日
以
降
に
出
生
し
た

人
申
込
方
法
福
祉
課
ま
た
は
、
諌

早
市
の
県
央
保
健
所
に
備
え
付
け
て
あ

る
受
診
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

受
診
方
法

申
し
込
み
の
と
き
に
、
受
診
票
と
医
療

機
関

一
覧
表
を
渡
し
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
見
て
希
望
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て

;謀議菌室I讃引|

く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
ロ
月
1
日

間
l
平
成
日
年
1
月
初
日
働

受
診
期

間
ロ
月
日
日
制
i
平
成
日
年
2
月
幻

日
働

「
さ
く
ら
迂
)
年
忘
れ

演
芸
大
会

福
祉
セ
ン
タ
ー

平
成
叩
年
用

「
新
生
活
門
松
力
i
ド」

頒
布
受
付
中
!
・

(包
⑬
1
3
5
1
)

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

日
時

場
所

子昌 12 
祉 月
セ 12
ン日
夕 (金)

午

10 
日寺

10 : OO~ 11 : 00 
14 : 00~15 : 00 

(アニメ24分)

(アニメ25分)

(アニメ 10分)

、
/
、
/

Z

セ

ル

，

ミ

一ア

ミ
ロ

四

物

一

コ
W
M宝
レ

市
一郎

f
t
t
M
M

)

か
親
出
大
ル

土

の

の

デ

ミ
d

ギ
拍
耳
ン

v
h

サ
枇
片
へ

W

0

0

0

 
中地区公民館 10: 00~11 : 00 

(アニメ31分)

(アニメ 15分)

(アニメ 12分)

12/13 (土)
おうごん

O黄金のカモシカ
まめぞうぷゅうでん

O豆象武勇伝

Oきこりとヘルメス

- 18 

正月初売り開庖跨閣のお知らせ
初売りの開庖時間は、関係諸団体で協議を重ね、午前 5時以降で行うよ

うに決定しました。
深夜外出で補導される青少年が増え、それに伴う問題も多く起き

ています。市民の皆様をはじめ、特に小・中・高校生の深夜から
の外出が絶対ないよう十分の注意とご指導をいただきますよう
お願いします。

平成10年初売り開庖時間は1月2日午前5時以降で、す

※当日、午前5時以前の3-1共たちの早朝外出については、諸団体が
協力し街頭での指導、補導を行う予定にしています。

動回

明

日

'

L

W

F

h

u

 

あ

閣

吃

け

捌

任

す

量

れ

た

引

末

1

歳

募金は、生活困窮者や長期入院患

者への見舞金などに利用されます。

皆さんのご協力をお願いします。

※募金は12月5日(金)までに社会福祉協議
会または各出張所へお届けください。



く、
大村市体育文化センター(仮称)の愛称

fシーハットおおむらj
に決定!!

現在、市役所北側に建設中の体育文化センター(仮
称)の愛称が決定しました。

愛称は、全国から2，l80点の応募があり、審査の結果、
採用作品が決定しました。多数の応募ありがとうござ
いました。
採用作品「シーハットおおむらjを応募されたのは、

岩本森巳さん(中岳町)です。 rシーハット」の意昧
は、「海の帽子」ですが 「ハット (HAT)JはHAIL(集
会所) .ARENA (競技場) . THEATER (劇場)
の英語の頭文字から命名されました。

「シーハットおおむら」から、大村湾の青い海と大
きな帽子がイメージでき、言葉に清涼感と躍動感があ
ること、また、市民スポーツと文化の活動拠点、として、
覚えやすいネーミングとして採用されました。

また、文化ホールの愛称に、松添和子さん(久原 1
丁目)、才木茜さん(岩松町)の 「さくらホールJを
採用。特別賞を贈りました。

佳作

「ノ1ートクロスおおむらj
花尾妃佐子さん(石川県松任市)

「さくらぴあ」 藤原 隆さん(山形県山形市)
「ゆめパレットおおむら」

田島陽一郎さん(東京都国立市)

/づ

み
ん
な
あ
つ
ま
れ

お
は
な
し
の
つ
ど
い

中
地
区
公
民
館
(
合
⑬
1
3
7
6
)

(代表)

日
時
ロ
月
日
日
也
、
午
後
2
時
1
3

時

場

所

中

地

区

公

民

館

内

容

ス
ト
ー
リ
ー
テ
リ
ン
グ
・
エ
プ
ロ
ン
シ

ア
タ
ー
・
絵
本
・
人
形
劇

「
ヘ
ン
ゼ
ル

と
グ
レ

l
テ
ル
」

・
影
絵
「
だ
ん
ご
ど

っ
こ
い
し
ょ
」

幻
ク
リ
ス
マ
スコ

ン
サ
i
ト

市役所

合 53・4111

第
辺
航
空
群
司
令
部
広
報
室

(岱
②
3
1
3
1

内
線
2
0
9
)

日
時
ロ
月
口
日
側
、
午
後
6
時
1
8

時
(
開
場
午
後
5
時
)

場

所

市

民

会
館

入

場

料

無

料

(
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
)
内
容

軽
音
楽
(
海
上
自
衛
隊
呉
音
楽
隊
)

コ
ー
ラ
ス
(
大
村
高
等
学
校
コ
ー
ラ
ス

部
)
・
ハ
ン
ド
ベ
ル
演
奏
(
活
水
女
子

大
学
ハ
ン
ド
ベ
ル
ク
ワ
イ
ア
l
)

劇
団
テ
ィ
ン
力
!
ベ
ル
の

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
ミ
ユ
j

と
ゆ
か
い
な
猫

た
ち
」

九
州
電
力
側
大
村
営
業
所

(
合
②
2
1
7
1
)

日

時

ロ

月

7
日
側
、
午
後
1
時
お
分

開

場

場

所

市

民

会

館

入

場

整

理

券

3
0
0
円
(
市
内
各
プ
レ
イ
ガ
イ

ド
に
あ
り
ま
す
)
※
入
場
整
理
券
代

は
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
贈
し
ま
す
。

y 

フ
ァ
ミ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス

の
つ
ど
い

大
村
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

(
中
地
区
公
民
館
内
包
③

1
3
7

6
)
 

日
時
ロ
月
初
日

ω、
午
後
6
時
加
分

i
8
時
(
午
後
6
時
受
付
開
始
)
場

所
市
民
体
育
館
参
加
費
プ
レ
ゼ

ン
ト
代
1
人
5
0
0
円
(
大
人
・
子
供

共

通

)

定

員

先

着

3
5
0
人

申

込
方
法
前
も

っ
て
入
場
券
を
お
求
め

く
だ
さ
い
。
(
中
地
区
公
民
館
・
市
コ
ミ

セ
ン
に
あ
り
ま
す
)
仮
装
コ
ン
ク
ー

ル
ア
ニ
メ
を
テ
I
マ
に
実
施
し
ま
す
。

¥; 

ぼ
し
ゅ
う

ク
リ
ス
マ
ス

お
り
が
み
教
室

中
地
区
公
民
館
(
松
並

1
丁

目

2

4

6

5

2
@
1
3
7
6
)
 

日
時
ロ
月
却
日
出
、
午
後
1
時
却
分

1
3
時
却
分
対
象
親
子
ま
た
は
小

学
生
以
上
内
容
お
り
が
み
で
、
ク

リ
ス
マ
ス
ツ
リ
ー
な
ど
を
作
り
ま
す
。

受
講
料
無
料
(
教
材
費
3
0

0
円
)

申
込
方
法
往
復
は
が
き
に
、
住
所

・

氏
名
・
年
齢
(
学
校
名
・
学
年
)
・
性

別
・
電
話
番
号
・
講
座
名
を
書
い
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
し
込
み
多
数

の
場
合
は
抽
選
し
ま
す
。

申
込
期
限
ロ
月
8
日
間

小
倉
百
人
一
首
・
っ
す
い
こ
も

か
る
た
教
室

中
央
公
民
館
(
本
町
4
1
3
1
2

包
⑪
3
1
6
1
)

期
日
ロ
月
日
日
出

-
U
日間
間
・
お
日

制
・

初
日
働

・
1
月
5
日
間
、
午
後
2

時
j

4
時

場

所

中

央

公

民

館

対

象

小

学
1
年
生
j
中
学
3
年
生

定

員

初

人

内

容

小

倉
百
人

一
首
の

並
べ
方
、
取
り
方
、
遊
び
方
を
楽
し
く

学
び
ま
す
。

受
講
料
無
料
(
資
料

代
2
0
0
円
)
申
込
方
法
往
復
は

が
き
に
教
室
名
・
住
所
・
氏
名
・
年
齢

(学
校
名

・
学
年
)

・
性
別
・
電
話
番
号

を
記
入
し
、
中
央
公
民
館
ま
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
申
込
締
切
ロ
月
5

日
制

(
申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
)

リサイクル事業にご協力を

現在、ご家庭で使用されていない

介護用昂(電動ベッド、ギヤツチベ

ッド、車いす等の福祉機器)があり

ましたら、ご提供をお願いします。

問い合わせ 社会福祉協議会(包@ 1351)

ふれあって ヘ来未

大村駅前支庖

西大村支庖

大 村支 庖

竹松支庖②極並立
TEL 52-2111 

- 19-

大村市本町326番地



(代表)

市
コ
ミ
セ
ン

第

叩

回

大

村

市

フ
プ
ど
も
美
術
展
作
口
∞

市役所

ft53-4111 

空室
あります

市営木場アパート(新築)
ご---ミミー::::::----.....
ば ¥、 ご ~ ここと

ま
す
。
作
品
に
は
学
校
名

・
学
年

・
氏

名
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期

間

平
成
同
年
1
月
5
日
刊
j

m
日
側、

午
前
9
時
i
午
後
5
時
(
土

・
日
・
祝

日
を
除
き
ま
す
)

叩
ミ
リ
映
写
機
操
作
認
定

講
習
会

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮
@
3
1
6
1
)

視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
目
、ミ

リ
映
写
機
の
操
作
認
定
講
習
会
を
実
施

し
ま
す
。
受
講
者
に
は
「
操
作
認
定
証
」

が
交
付
さ
れ
、
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
の
フ
ィ

ル
ム
や
映
写
機
を
利
用
で
き
ま
す
。
日

時

ロ

月
4
日
側

・
日
日
側
、
午
後
6

時
却
分
j

8
時
加
分
(
両
日
と
も
受
講

が

必

要

で

す

)

場

所

コ

ミ

セ

ン

対
象

一
般
成
人

定

員

初

人

受

講

料

無

料
一般向 3DK 若干
車いす向2LDK 1戸

申込期限 12月8日(月)-10日(水)
家 賃収入により異なります
入居日 平成10年 1月中旬予定
申し込み・問い合わせ 建築課(内線441)

募集戸数

干 男吾ゅうメイト募集申グ

勤務種類 勤務時間 賃 金

一般 ・大学生等
夜間 A 21 : 15-6 : 00 

約7，100円 (1勤務当たり)

一般 ・大学生等
夜間 B 17 : 00-9 : 10 

約11，500円 (1勤務当たり)

夜間勤務

種別 住宅名 戸数 間取り 家賃 (月額・円)

1 
久原第 2 3 3DK 23，700 

一 城 1 3DK 25，200 一
種

上小路第2 1 2 K 4，800 

?由 田 1 2 K 8，400 

2 久原第 2 1 3DK 18，200 

種 松 原 1 3DK 20，500 

古賀島 1 3DK 25，000 

市営住宅入居者

※ 1種の上小路第 2住宅は単身入居可能住宅です。

午前10時30分 ~

子
ど
も
美
術
展
係

(
宮

@
3
1
6
1
)

資
格
市
内
に
居
住
す
る
小
学
1
年
生

か
ら
中
学
3
年
生
部
門
お
よ
び
出
品

規
定

①
絵
画
の
部
(
ポ
ス
タ
ー
は
除

き
、
版
画
を
含
み
ま
す
)
課
題
自

由
・
画
材
は
ク
レ
ヨ
ン
、
ク
レ
パ
ス
、

水
彩
・
大
き
さ
は
八
つ
切
り
ま
た
は
四

つ
切
り

②
書
の
部

(
半
紙
に
書
く
こ

と

)

課

題

小

1
:
「
ゆ
め
」

小
2
:
・
「
土
手
」

小

3
・:「
社
会
」

小
4
:
・
「
成
功
」
小
5
・
:
「
時
代
」

小
6
:
・
「
栄
光
」
中
1
・:
「開
発
」

中
2
・
:
「
推
進
」
中
3
・
:
「
飛
躍
」

(
中
3
の
み
棺
書
ま
た
は
行
書
で
も
よ
い
)

※
出
品
作
品
は
、
自
作
、
未
発
表
(
校

内
展
は
可
)
で
各
部
門
1
人
1
点
と
し

申込期限 12月10日(水)
抽選 日 12月19日⑥
入居 日 1月1日(木)
申し込み・問い合わせ

郵便配達

1日の勤務時間 1時間当たりの賃金単価

一般・大学生等 775円

5時間~6時間
(/ '¥イク免許所持者)

高校生 685円

12月初旬ごろから平成10年 1月10日ごろまで

通勤手当支給制度あります。

期間

その他

察営住宅入居者

募集住宅案内書配付 12月2日(火)-

申込期間 12月9日(州-11日(木)

抽選 日 12月16日(州

申込および用紙配付場所並びに問い合わせ

長崎県住宅供給公社大村事務所

県営パスタ ーミナル2階東三城町6-1

(包② 68 2 5) 

※公営住宅では、犬・猫等ペット類の飼育、
持ち込みはできません。

建築課(内線441)

総務課(宮② 28 0 0) 大村郵便局問い合わせ

大村市本町436-13
852-3136 
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中
央
公
民
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
協
力
者

中
央
公
民
館
(
本
町
4

1

3

2

E
⑪
3
1
6
1
)
 

中
央
公
民
館
で
は
、
公
民
館
活
動
や

事
業
に
つ
い
て
職
員
と
一
緒
に
企
画
ま

た
は
事
業
に
協
力
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
を
募
集
し
ま
す
。
い
ろ
い
ろ
な
技
術

や
特
技
を
お
持
ち
の
人
で
公
民
館
の
事

業
に
協
力
で
き
る
人
、
新
し
い
事
業
の

企
画
や
運
営
に
参
加
で
き
る
人
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登
録
し
、
必
要
に
応

じ
、
お
手
伝
い
い
た
だ
き
ま
す
。

申
込
方
法
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

総務課 (内線212) で

販売しています。

(代表)

平成10年度版

長崎県民手帳
頒価 500円

市役所

合 53-4111

主な内容
・使いやすい月間予定表と日記編
.ビジネスに !生活に!

この 1冊で長崎県がわかる資料編(別冊)

話
番
号
・
活
動
で
き
る
分
野
・
内
容
を

記
入
の
上
、
は
が
き
ま
た
は
電
話
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

平
成
ゆ
年
度

市
立
却
稚
園
園
児追

加
募
集

各
幼
稚
園
ま
た
は
教
育
委
員
会
庶

務
課
(
内
線
3
6
3
)

対

象

平

成

4
年
4
月
2
日
j
平
成
5

年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
※
コ
一浦

幼
稚
園
は
、
平
成
5
年
4
月
2
日
j
平

成
6
年
4
月
1
日
生
ま
れ
の
幼
児
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

募
集
期
間
ロ

月
1
日
刊
l
u
日

制

申

込

方

法

各

幼
稚
園
ま
た
は
教
育
委
員
会
庶
務
課
に

あ
る
願
書
に
記
入
の
上
、
各
幼
稚
園
へ

直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

三浦幼稚園 合⑬1550

鈴田幼稚園 宮⑬1551

大村幼稚園 2⑫2549 

二城幼稚園 合③6050

西大村幼稚園 合⑫4502

中央幼稚園 E⑫4228 

竹松幼稚園 合③8301

福重幼稚園 E③8741 

松原幼稚園 包⑮8721

放虎原幼稚園 宮⑫3564

わ
が
家
の
大
村
ず
し
コ
ン

ク
ー
ル農

林
水
産
課
(
内
線
2
5
2
)

日

時

ロ

月

7
日
旬
、
午
前
日

時

場

所
大
村
市
農
協
(
農
協
会
館
)
主

催
大
村
市
米
消
費
拡
大
推
進
協
議
会

申
込
期
限
ロ
月
3
日
制

※
参
加
申
込
書
は
農
林
水
産
課
お
よ
び

各
出
張
所
に
あ
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ

第
幻
自

少
年
剣
道
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6
)

白育期
戦館日

ロ
月
2
日

間

場

所

市

民

体

種
目
団
体
戦
・
個
人
戦

・
紅

申
込
期
限
ロ
月
8
日
間

ナ
イ
タ
ー
抱
選
会
の
会
場

と
日
程
が
変
わ
り
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
(
内
線
3
6
6

1
月
分
・
:
ロ
月
四
日
也
、
市
役
所
第
8

会
議
室

2
月
分
・
:
1
月
初
日
仰
、
市

役
所
第
7
会
議
室

¥ (叩

/

U
・
市
役
所
)

叩

/
m
m
・
市
役
所
)

/〆

什

/

4
・
市
役
所

九州一周駅伝競走の出場報告に
訪れたコマツ電子金属長崎工場陸
上競技部の皆さん

第33回全国身体障害者スポーツ
大会(陸上競技)の出場報告に訪
れた県立ろう学校の皆さん

第46回全国青年大会(陸上・弓
道・バドミントン・柔道競技)の
出場報告に訪れた各選手の皆さん

自
← 21 

酉九州スイミンクスポーツクラブ
大村市植松3丁目白o(大村インターそぱ)n0957(52) 2700 

債璽長量
|!l〆嘉藤吉

圃li 華麗も夫̂ 宅玉、

事ι訟I~基う主ミfìj屯~



市役所

ft53・4111(代表)

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
H
車
い
す
磨
き

V
松
永
シ
ズ
エ
(
松
並
1
丁
目
)
生
花

教
室
指
導
V
辻
み

4
7

(松
並
1
丁
目
)

生
花
教
室
指
導
V
児
山
秀
彦
(
諌
早
市

山
川
町
)

5
万
円

泉
の
里
へ

V
お
米
の
た
な
か
リ
タ
オ
ル

V
大
正
琴
琴
の
海
会
H
慰
問
V
立
正
佼

成
会
H
供
養
V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う

V
大
村
市
古
賀
島
キ
リ
ス
ト
教
会
ぶ
ど

う
の
会
U

奉
仕
V
大
村
市
遊
技
場
組

合
U
お
し
ぼ
り
V
清
水
由
希
子
(
武
部

町
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
須
田
ノ
木
老
春

ク
ラ
ブ
H
奉
仕
・
タ
オ
ル

・
洗
剤
V
吉

川
フ
ジ
エ
(
武
部
町
)
タ
オ
ル

V
吉
野

政
成
(
西
大
村
本
町
)
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
昭
和
運
輸
側
H
ジ
ュ

ー
ス
V
松
尾
栄

次
(
徳
泉
川
内
町
)
み
か
ん

う
ぐ
い
す
の
丘
ヘ

V
大
村
市
遊
技
場
組

合
H

お
し
ぼ
り
V
J

A
葵
の
会
H
介
護

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
野
口
ハ
ツ
(
東
大
村

1
丁
目
)
童
謡

・
歌
謡
曲

・
読
み
聞
か

せ
交
流
V
新
城
保
育
園
園
児
H

ミ
ニ
運

動
会
訪
問
交
流
・
芋
掘
り
交
流
会
V
旭

が
丘
小
合
唱
隊
H
合
唱
演
奏
交
流

ご
寄

f
gui
あ
り
が
と
う
ご
、
ざ
い
ま
し
た

(敬語)

ご

好

意

式

。
香
典
返
し

社
会
福
祉
基
金
ヘ

V
山
口
辰
好
(
杭
出

津
1
丁
目
)
金

一
封
V
大
嶋
ト
ミ
子

(
杭
出
津
1
丁
目
)
金

一
封
V
本
山
久
子

(
佐
世
保
市
松
山
町
)

3
万
円
V
測

一
夫

(
植
松
3
丁
目
)

叩
万
円
V
芝
田
光
代

(
坂
口
町
)
金

一
封
V
戸
島
和
子
(
久
原

1
丁
目
)
金

一
封
V
木
村
道
宏
(
大
里

町
)
金

一
封

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
井
上
節
代
(
富

の
原

2
丁
目
)

金
一
封

V
神
近
明
嗣

(
鬼
橋
町
)
却
万
円

一
一
一
城
保
育
所
へ

V
松
尾
清
子

(
池
田
1
丁

目
)
書
棚

・
応
接
セ

ッ
ト
(
叩
万
円
相
当
)

大
村
市
医
師
会
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ

V
上
野
当
子
(
西
三
城
町
)
1
万

円
V
久
保
信
隆
(
弥
勅
寺
町
)
日
万
円

V
土
井
フ
ヂ
(
久
原
1
丁
目
)

3
万
円

。

一
般
寄
付

社
会
福
祉
基
金
へ

V
吉
岡
邦
奉
(
大
村

郵
便
局
)

6
万
5
、
1
5
0
円
V
チ
ャ

リ
テ
ィ

l
フ
リ
l
マ
ー
ケ

ッ
ト
実
行
委

員
会
H

ロ
万
7
、
1
7

J円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
美
知
春
会

H
m

万
円
V
中
嶋
誠

一
郎
(
玖
島
2
丁
目
)

日
万
円

放
虎
原
小
学
校
へ

V
山
田
憲
夫

(
古
町

1
丁
目
)
油
絵

一
一
一
域
保
育
所
へ

V
三
城
保
育
所
保
護
者

一
同
H
お
も
ち
ゃ
4
点

(
3
万
円
相
当
)

市
立
図
書
館
へ

V
労
働
金
庫
大
村
支

庖
H
児
童
図
書

(
5
万
円
相
当
)

文
化
基
金
へ

V
大
村
市
茶
道
連
合
会
日

2
万
円

清
和
国
へ

V
木
場
木
の
実
会
日
民
踊
慰

問

・
ま
ん
じ
ゅ
う
V
大
村
市
遊
技
場
組

合
U
お
し
ぼ
り
V
親
奉
会
(
森
安
太

郎
・
小
下

一
義

・
末
永
辰
夫
・
松
尾
謙
)

理
容
奉
仕
V
大
村
市
民
踊
協
会
H
梅
沢

富
美
男
シ
ョ

l
招
待
券

慈
恵
荘
へ

V
赤
木
信
雄
(
富
の
原
1
丁

目
)
車
い
す
磨
き
V
下
川
宣
義
(
溜
初

原
1
丁
目
)
車
い
す
磨
き
V
高
知
凱
紀

(
諌
早
市
栄
田
町
)
理
容
奉
仕
V
苑
田
茂

み

ち

と

(
溝
陸
町
)
叩
万
円
V
清
水
道
人
(
玖
島

3
丁
目
)

3
万
円
V
松
尾
和
之
(
南
高

来
郡
千
々
石
町
)

2
万
円
・
衣
類
V
ナ

ガ
ノ
カ
メ
ラ
H
電
池
V
永
測
屋
日
ま
ん

じ
ゅ
う
V
陸
上
自
衛
隊
竹
松
駐
屯
地
曹

友
会
H
運
動
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

V
M
B

観
光
リ
運
動
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
長
崎

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
院
生
H
運
動

会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V
西
大
村
小
学
校
ボ

-

べ
く

自

す
談

-

で
相

巳
色

3
V
報
軽

E
U
広
気

泊

V
書
お

E
曹司

秘

。

市
W

(
す

酎町、

一
ま

司
S
ナ
い

SU『
一
て

の

口
一円

月

間
切

2
民
料
い

1
市
無
さ

-

て
だ

(4木日) 人権相談 10 : 00-15 : 00 

1(木1日) 行政 相 談 9 : 30-12 : 00 

1(水7日) 法律相 談 10 : 00-15 : 00 

22日
交通事故相談 10 : 00-16 : 00 

(月

2(4水日) 年 金相談 10 : 00-15 : 00 

2(6金日) 不動産相談 13 : 00-16 : 00 

※法律相談は申し込みが10人になり次第締め切ります。
※受け付けは午前8時30分からです。(電話での受け付け
はいたしません)

健康テレホンサービス

包 (095)826-5511

大
村
子
供
の
家
へ

V
赤
水
清
春
(
本
町
)

1
万
円
V
井
村
弘
子
(
諌
早
市
永
昌
町
)

1
万
円
V
永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
H
除
草
作
業
V

ビ
ー
バ
ー
バ
ル
ー
ン
ク
ラ
ブ
リ
熱
気
球

搭
乗
招
待

光
と
緑
の
園
へ

V
割
烹
寿
楽
リ
食
事
招

待
V
天
理
教
婦
人
部
H
繕
い
物
奉
仕
V

永
測
屋
H
ま
ん
じ
ゅ
う
V
ま
っ
か
わ
歯

科
医
院
H
歯
ブ
ラ
シ

V
共
栄
火
災
海
上

保
険
長
崎
支
社
H
熱
気
球
搭
乗
招
待
V

米
軍
佐
世
保
基
地
H
乗
船
招
待
V
へ
ア

l
メ
イ
ク
2
M
H
理
容
奉
仕
V
向
陽
高
校

イ
ン
タ
ー
ア
ク
ト
U
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
V

お
話
し
の
会
H
本
読
み
聞
か
せ

大
村
パ

i
ル
ハ
イ
ム
へ

V
大
村
市
遊
技

場
組
合
H
お
し
ぼ
り

め
ぐ
み
荘
へ

V
九
州
電
力
側
大
村
営
業

所
H
苗
木

鈴
田
の
里
へ

V
泉
口
嘉
隆
(
別
府
市
若

草
町
)
金

一
封
・
菓
子
V
の
ぎ
く
の

会
H
衣
類

さ
く
ら
荘
へ

V
原
歌
謡
ク
ラ
ブ
リ
業
務

用
掃
除
機

月 老人の冬のすごし方
12 火 自分でわかる癌
月

7jく 思吾期のヤセ症の
ア 木 口内炎について

金 口実についてマ
土-日 陰圭癌

特年別末テ年ー始マI く(再す一放種り送の眠)習剤'9慣、7性安12定に2つ剤7(い土は)大て~文'9夫81?4一(日)

• 4日"'7日

・10日"'14日

• 18日"'23日 SG賞金王 ，

決定戦競走場外発売

.30日"'1月5日

スポニチ金杯争奪新春特選レース

12月の競艇

-22-
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12月の健康カレジター
18 一般健康相談 市役所健康相談室 13:00-16:00 乳幼児すくすく健康相談 竹松出張所

伺) ⑮血圧測定体脂肪量測定栄養相談ほか ⑧9:30-11: 00 ⑮離乳食教室・小児がん(神経芽)

の検査セットを渡します。育児相談 身長体重測定
乳幼児すくすく健康相談 松原出張所 15日健康よろず相談 竹松出張所 13:30-15:30
⑧13:30-15: 00 ⑮小児がん(神経芽)の検査

28 セットを渡します。育児相談 冊 ⑧血圧・コレステロール・主軸・肥満など気になる方、

介護面の相談(訪問指導・市訪問リハビリ・リハビリω 
リハビリ教室「根気の会」 福祉センター 教室・保健福祉サービスについての相談合む)、

13:30-15:30 ⑮ちぎり絵・言語訓練 体脂肪量測定⑮健康手帳

幼児教室(お口の健康と食生活)

3日 マタ二ティースクール~明日の親のための学級 (1) ~ 市役所第8・9会議室

(水)
中地区公民館 13:30-16:00 ⑧9:30-9:45 @平成 7年 6月一 7月生まれ
⑮母子健康子帳 テキスト 「母と子のために」 18日 ⑮母子健康手帳・問診票・歯ブラシ・タオル・コップ

1歳6か月児健康診査 市コミセン ω リハビリ教室「根気の会」 福祉センター

4目 ⑧13:00-13: 30 ⑧平成 8年 5月生まれ(平成 7 13:30-15: 30 ⑮忘年レクリエーション

(別
年12月-8年4月生まれでまだ受けていない人も受診

17目マタニティースクール~明日の親のための学級 (3 ) ~
してくださけ ⑮母子健康子帳・問診票・タオル・母子 中地区公民館 9:30-13:00 
共現在使用中の歯ブラシ (水) ⑮母子健康手帳・エプロン

qp 成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 1歳 6か月児健康診査 市コミセン
⑧40歳以上 ⑮血圧測定 18日 ⑧13:00-13:30 ⑮⑮は 4日と同様

78 当番医 (別 献血車巡回目 市役所玄関前 9:30-11:45 
(内・小)松井医院 久原2丁目 fi@6624 

(8) (産・内)桝本産婦人科内科医院大川田町 宮⑮8355 19目白日成人の健康相談 福祉センター 13:00-15:00 

ことばの教室 市役所第8・9会議室
⑮⑮は 5日と同様

8日 9:30-16:00 (初めての人は、市・健康増進課まで 20由自耳とことば‘の相談 福祉センター 13 :00-15:00 

伺) 電話で申し込んでくださ p)

⑮母子健康手帳⑧ことばの発達が気になる幼児

21日当番医

乳幼児すくすく健康相談 見電加鼻以小立男主がん連込!神盟タ忌蝉の楠柵セ持) 
(内・小)与那城医院 池田新町 宮@5575

9目 ⑧9:30-11:00⑮4か月児
(日) (産) おび産婦人科医院本町 宮⑪1103

⑧13:30-15:00 @10か月 ) 22冊目ことばの教室 市役所第8・9会議室 9:30-16:00ω 
⑮子ども用の歯ブラシ (現在使用中のもの)または

@⑮は 8日と同様

ガーゼがあれば持参してください 23日当番医

(内・呼)ともなが内科ク リニック 杭出津2丁目色@5000

10日 マタニティースクー jレ~明日の親のための学級 (2 ) ~ ck・掬 (皮・泌)佐伯皮ふ科泌尿器科医院 東本町 宮@4330
中地区公民館 13:30-16:00 

(水) ⑮歯ブラシ(現在使用中のもの) 21F 
マタニティースクール~明日の親のための学級(4)~

中地区公民館 13:30-16:00 

11日 3歳児健康診査 市コミセン

28日当番医
⑧13:00-13:30 ⑧平成6年6月生まれ(平成5年

(~ 12月一6年5月生まれでまだ受けていない人もiブ受ラシ診 (日)
(内・消)南野内科消化器科医院東=城町 宮@3731

してくださ p)⑮母子健康子帳、問診票、子供用歯 (皮-泌)黒木医院 西大村本町宮⑪0211

31日当番医

1伊 3歳児健康診査 市コミセン ⑧13:00-13:30 (内・小)野口内科こども医院西大村本町宮@2339
⑧⑮は11日と同様 ω (外・内)牧山医院 宮小路2丁目 fi@7831

14日 当番医 略号の説明 ⑧…対象 ⑧…受け付け ⑮…内容

(外・内)田崎医院 古田J1丁目 E⑬1234 ⑮…持ってくるもの

(8) (外・内)松尾外科医院 東本町 fi@3331 当番医の診療時間 9:00-18:00 

M
M

月
は
、
固
定
資
産
税

(
4
期
)
と
園
民
健
康
保
険
税

(
6
期
)
の
納
期
で
す
。

納
期
限
ま
で
に
お
近
く
の
金
融
機
関
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

高MI(十八銀行
大村支庖 西大村支盾
大村市本町397-8 諏訪支庖
間関手52・3171竹松支庖

CO..Lffi 

「あらし、くまラスカル」は+八銀行のマスコ y卜です。

気がつけば、いつ宅を之12
フレ、ノシュな希望を胸に、

はつらつと歩み続けるあなたを

優しく見つめていたい。

気がつけば、いつもそばにいる…

そんな温かい存在であり続けたい。

大切にしたい心と心

-23-



わ
が
ま
ち
自
慢

小
路
口
鍬
踊

小
路
口
鍬
踊
り
は
、
竹
松
駅

裏
手
の
小
路
口
町
に
踊
り
伝
わ

る
郷
土
芸
能
で
す
。
今
年
4
月
、

公
民
館
の
火
災
で
踊
り
に
使
う

衣
装
や
道
具
類
を
全
て
焼
失
し

ま
し
た
。

保
存
会
で
は
、
伝
統
芸
能
を

守
ろ
う
と
、

住
民

一
丸
と
な
っ

て
市
や
民
間
銀
行
か
ら
の
援
助

を
受
け
衣
装
や
道
具
を
そ
ろ
え

て
い
ま
す
。

鍬
踊
り
は
、
今
か
ら
約
3
6

0
年
前
、

日
代
大
村
純
忠
の
三

• 
再
発
見
l

男
右
馬
助
純
直
が
、
小
路
口
町

に
館
を
構
え
、

坂
口
・
小
路
口

方
面
に
郡
川
み
ら
五
反
田
井
手

を
引
き
、
溜
粧
の
便
を
は
か
り

ま
し
た
。
そ
の
後
、
第
沼
代
大

村
純
長
の
命
を
受
け
、

1
6
6

4
年
か
ら
放
虎
原
灼
澗
拓
な
ど

を
行
っ
た
、
汗
喋
レ
4

枕
(
飯
笹

平
六
左
衛
門
胤
垂
)
が
純
直
の

後
を
引
き
継
い
で
、
美
田
を
広

め
、
そ
の
完
成
を
祝
っ
て
、
歌

い
踊
っ
た
の
が
鍬
踊
り
の
始
ま

り
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。そ

の
後
、
長
い
間
絶

え
て
い
ま
し
た
が
、
大

正
中
頃
、
越
田
と
い
う

俳
人
が
豊
年
踊
り
を
後

世
に
伝
え
た
い
と
村
の

青
年
に
伝
授
し
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
青
年

か
ら
婦
人
会
へ
と
受
け

継
ぎ
、

昭
和
幼
年
後
半

に
は
子
供
会
が
、
そ
し

て
ま
た
婦
人
会
が
中
心

に
踊
っ
て
き
ま
し
た
。

現
在
で
は
、
町
内
会

の
文
化
遺
産
と
し
て
後

f
J

シ
リ
ー
ズ
m
w
j

世
に
残
す
た
め
、
町
内
会
で
保

存
会
を
作
り
幼
児
か
ら
大
人
ま

で
全
員
が
保
存
に
努
め
て
い
ま

す
。
練
習
は、

夏
休
み
を
利
用

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
踊
り
は
、
鳴
物
が
鉦
だ

け
で
、
踊
る
動
作
を
大
き
く
し

た
り
、

は
や
し
を
い
れ
た
り
し

ま
す
。
踊
り
は
少
し
練
習
す
れ

ば
、
誰
で
も
踊
れ
る
親
し
み
の

あ
る
も
の
で
す
。
お
座
敷
で
も

踊
れ
る
よ
う
手
踊
化
し
た
も
の

が
生
ま
れ
、
曲
も
現
代
調
で
歌

い
や
す
い
よ
う
編
曲
さ
れ
て
い

ま
す
。
編
成
は、

人
数
に
は
制

限
が
な
く
、
多
け
れ
ば
多
い
ほ

ど
楽
し
く
な
り
ま
す
。
服
装
は
、

農
民
の
姿
で
法
被
を
つ
け
、
手

甲
を
は
め
、
前
垂
を
か
け
、

豆

絞
り
の
鉢
巻
を
す
る
、
足
に
は

白
足
袋
、

ぞ
う
り
を
履
い
て
チ

ャ
リ
ン
、
チ
ャ
リ
ン
と
踊
り
始

め
ま
す
。

毎
月
1
回
発
行

発
行
所
/
大
村
市
役
所
(
長
崎
県
大
村
市
玖
島
1
丁
目
お
番
地

宮
間
@
4
1
1
1
)

編
集
/
秘
書
広
報
課

練習風景

包包タ1f26⑨大村レディースFC

選挙運動のために、 rooに投票願いますJなど短

い文句を短時間に繰り返しいう連呼行為をすることは、

原則として禁止されています。ただし、例外として個

人演説会場や街頭演説なとで連呼することが出来るほか、

選挙運動用自動車の上でも連呼することができます。

選挙運動用自動車の上で連呼、いわゆる「流し連呼J
は夜間から早朝まで禁止されていますが、流し連呼が

できる時間は次のうちどれが正しいでしょうか。

印
刷
所
/
オ
ム
ロ
プ
リ
ン
ト
掛

①日の出~日没 ②午前8時~午後8時

③午前8時30分~午後5時30分

応募要領・問い合わせ

はがきに答と住所 ・氏名・年齢 ・電話番号を書いて、

干856玖島1丁目25番地市選挙管理委員会事務局へ

応募締切 12月22日 (月)当日消印育効

※正解者5人に記念日を贈呈します(正解者多数

の場合は抽選。当選者の発表は発送をもってか

えさせていただきます)0 11月号の正解 (3 ) 

私たちは、高枝生から花の独身の女吾サッ力ーチ

ームです。年3回の公式戦やフットサルへの参加を

励みに、楽しく練習しています。

思いきりボールを蹴ってみたい方、 私たちと一緒

にサッカーを楽しみませんか。

対象高校生以上ならどなたでも大歓迎です。
練習日 日曜日の午後とナイター練習もします。
問い 合 わ せ 川添 (宮② 37 3 4) 

小中尾 (包③ 84 6 7) 

広
告
代
理
屈
/
附
大
村
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

11月1日現在
( )内は前月比

-24 

27，941 
(十74)

世帯数女 42，504
( +54) 

男 39，580
(+94) 

人口 82，084 
(+148) 
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